
三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た

百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響
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〈
目
次
〉

四
論
玄
義
記
』
と
一
冗
暁
の

『
三
論
玄
義
（
宗
要
）
』
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の

は
じ
め
に

つ
の
文
献
は
、
七
四

0
年
代
か
ら
七
六
0
年
代
ま
で
頻
繁
に
筆
写
さ
れ
て
広
く

奈
良
時
代
の
三
一
論
学
綱
要
書

流
通
さ
れ
て
い
る
。
反
面
、
後
代
日
本
仏
教
界
に
お
い
て
三
論
学
の
基
本
綱
要

平
安
時
代
に
流
通
さ
れ
た
三
論
学
綱
要
書

書
と
し
て
広
く
読
ま
れ
て
い
た
吉
蔵
の

『
三
論
玄
義
』
と

『
大
乗
玄
論
』
な
ど

四

日
本
古
代
三
論
学
に
及
ぼ
し
た
百
済
仏
教
の
影
響

は
流
通
さ
れ
た
痕
跡
が
み
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
『
二
諦
義
』
と

『三弘一酬

五

お
わ
り
に

略
章
』
な
ど
、
吉
蔵
の
ほ
か
の
著
述
も
七
六

0
年
代
以
降
に
は
じ
め
て
流
通
さ

れ
て
い
る
。

〈
要
約
〉

八
世
紀
末
以
降
に
は
以
前
と
は
違
い
、
士
口
蔵
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
僧
侶
た

日
本
の
仏
教
は
百
済
を
通
し
て
伝
来
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
古
代
仏
教

ち
の
三
論
学
綱
要
書
が
多
数
流
通
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
、
新
た

界
に
及
ぼ
し
た
百
済
仏
教
学
の
影
響
は
具
体
的
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ

に
流
通
さ
れ
た
文
献
の
中
に
は
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
不
分
明
な
も
の

る
。
と
こ
ろ
で
、
最
近
、
百
済
で
撰
述
さ
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
『
大
乗
四
論

が
少
な
く
な
い
。
僧
肇
や
法
朗
の
よ
う
な
三
論
学
祖
師
た
ち
の
名
前
に
仮
託
さ

玄
義
記
』
が
日
本
古
代
三
論
学
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
と
確

れ
た
文
献
が
少
な
く
な
く
、
吉
蔵
の
著
述
と
伝
わ
る
も
の
の
中
に
も
吉
蔵
本
人

認
さ
れ
る
。

の
著
述
で
な
い
後
代
に
編
集
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
文
献

奈
良
時
代
に
流
通
さ
れ
た
主
要
三
論
学
綱
要
書
と
し
て
は
、
慧
均
の
『
大
乗

の
中
で
も
吉
蔵
の
著
述
と
知
ら
れ
る

『
三
論
玄
義
』
と
『
大
乗
玄
論
』
は
奈
良

コ
一
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響



時
代
の
代
表
的
文
献
で
あ
る
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
と
『
三
論
玄
義
〔
宗
要
〕
』

に
代
わ
っ
て
、
代
表
的
三
論
学
綱
要
書
と
し
て
流
通
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
大
乗
玄
論
』
は
、
既
存
の
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
を
モ
デ
ル
に
し
な
が
ら
、

こ
れ
を
簡
略
に
整
理
し
た
文
献
に
し
て
、
土
口
蔵
の
著
述
に
基
づ
い
て
日
本
で
新

た
に
編
集
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
巻
八
篇
で
構
成
さ
れ
る
『
大
乗
玄

論
」
は
、
二
十
三
篇
の
主
題
を
十
二
巻
に
収
録
す
る
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
に

比
べ
活
用
す
る
の
に
便
利
で
あ
っ
た
ろ
う
。
『
三
論
玄
義
』
は
、
本
来
、
三
論

に
対
す
る
吉
蔵
の
注
釈
書
中
、

一
部
を
再
整
理
し
た
も
の
で
、
特
に
三
論
学
論

書
の
ほ
か
の
経
論
に
対
す
る
優
越
性
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
こ

れ
は
諸
経
論
の
思
想
的
違
い
を
会
通
す
る
和
誇
を
重
視
し
て
い
た
元
暁
の
『
三

論
宗
要
」
と
は
異
な
る
性
格
で
あ
る
。
奈
良
時
代
後
期
以
降
、
日
本
仏
教
界
は

学
派
閥
の
競
争
と
宗
派
意
識
が
強
く
な
っ
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
文
献
が
登
場

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
三
論
学
（
派
）
は
、
初
期
に
は
韓
半
島
〔
朝
鮮
半
島
〕

で
撰
述
さ
れ
た
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
と
『
三
論
告
示
要
』
を
土
台
に
し
て
形
成

さ
れ
た
の
で
あ
り
、
以
降
、
宗
派
と
し
て
発
展
す
る
段
階
に
は
、
吉
蔵
の
著
述

を
土
台
に
日
本
で
再
編
集
さ
れ
た
『
大
乗
玄
論
』
と
『
三
論
玄
義
』
を
土
台
に

独
自
的
な
性
格
を
整
え
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
で
『
大
乗
玄
論
』
は
、
体
制
の
み

な
ら
ず
、
内
容
に
お
い
て
も
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
こ
れ

を
変
形
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
『
大
乗
四
論
玄
義

記
』
は
、
日
本
古
代
三
論
学
（
派
）

の
形
成
と
発
展
の
土
台
に
な
っ
た
最
も
重

要
な
文
献
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』

こ
の
よ
う
な
位
相
を
考
慮
す
る
時
、
既
存
の
日
本
三
論
学
（
派
）

の
形
成
過
程

を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
三
論
学
は
高
句
麗
僧
侶
と
中
国
に
留
学
し
た
日
本
僧
侶
に
よ
っ
て
伝

来
さ
れ
た
と
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
が
奈
良
時
代
に

頻
繁
に
筆
写
さ
れ
、
さ
ら
に
平
安
時
代
ま
で
も
持
続
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
事

実
を
考
慮
す
る
時
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
歴
史
的
事
実
を
正
し
く
反
映
し
た
も

の
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
『
大
乗
回
論
玄
義
記
」
が
撰
述
さ
れ
た
百
済
の

三
論
学
が
日
本
三
論
学
の
形
成
と
発
展
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
み

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

は
じ
め
に

百
済
は
日
本
の
仏
教
受
容
と
初
期
仏
教
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

こ
と
と
知
ら
れ
て
い
る
。
六
世
紀
中
葉
、
外
交
的
努
力
を
通
し
て
日
本
が
公
式

的
に
仏
教
を
受
容
す
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
り
、
仏
教
受
容
が
決
定
さ
れ
た
六

世
紀
末
以
降
に
は
、
数
回
に
わ
た
る
僧
侶
及
び
技
術
者
の
派
遣
を
通
し
て
仏
教

思
想
と
文
化
が
定
着
で
き
る
よ
う
に
助
け
て
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
句

麗
及
び
新
羅
と
の
関
係
が
悪
化
さ
れ
た
状
況
に
お
い
て
日
本
と
の
政
治
、
経
済

的
協
力
を
強
化
し
て
難
局
を
打
開
し
よ
う
と
し
た
政
策
の
所
産
で
あ
る
と
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
仏
教
が
定
着
さ
れ
た
七
世
紀
以
降
に
も
百
済
と
日
本
の

仏
教
界
は
緊
密
に
交
流
し
た
の
で
あ
り
、
百
済
が
滅
亡
し
た
以
降
に
も
、
百
済

の

出
身
の
僧
侶
た
ち
が
日
本
の
仏
教
界
に
お
い
て
活
発
に
活
動
し
た
の
で
あ
る
。



ま
た
、
日
本
初
期
仏
教
界
に
お
い
て
活
動
し
た
人
た
ち
の
中
に
も
百
済
系
流
移

民
と
そ
の
子
孫
た
ち
の
活
動
が
目
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
百
済
仏
教
が
日
本
初
期
仏
教
の
形
成
と
発
展
に
重
要
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
初
期
仏
教
に
影
響
を
与
え
た
百
済
仏
教
の
具
体

的
様
子
は
確
認
し
易
く
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
仏
教
が
発
展
す
る
に
つ
れ
て
初

期
の
様
子
が
相
当
失
わ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
百
済
仏
教
自
体
も
関
連
資
料
が

ほ
と
ん
ど
浬
滅
さ
れ
、
そ
の
具
体
的
様
子
を
把
握
し
難
い
か
ら
で
あ
る
。
幸
い

に
寺
利
建
築
と
仏
教
彫
刻
の
側
面
に
お
い
て
は
現
存
す
る
寺
院
遺
跡
と
古
代
仏

像
を
通
し
て
百
済
仏
教
と
日
本
古
代
仏
教
に
対
す
る
比
較
研
究
が
進
行
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
土
台
に
百
済
仏
教
が
日
本
古
代
仏
教
に
及
ぼ
し
た
影

響
に
対
す
る
基
礎
的
理
解
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
関
連
資
料

が
皆
無
で
あ
る
仏
教
思
想
と
仏
教
学
分
野
に
お
い
て
は
こ
れ
に
対
す
る
理
解
が

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
活
躍
し
た
百
済
出
身
僧

侶
た
ち
が
少
な
か
ら
ず
確
認
さ
れ
る
が
、
彼
ら
の
思
想
と
教
学
に
関
す
る
資
料

は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
百
済
の
仏
教
思
想
と
仏

教
学
の
影
響
も
彼
ら
が
属
し
て
い
た
と
す
る
学
派
の
思
想
に
対
す
る
理
解
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
c

幸
い
に
最
近
、
日
本
仏
教
界
に
伝
え
ら
れ
る
百
済
出
身

僧
侶
た
ち
の
〔
散
逸
し
た
〕
著
述
の
逸
文
を
蒐
集
し
て
そ
の
思
想
的
特
性
を
検

討
す
る
研
究
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
仏
教
に
及
ぼ
し
た
百
済
仏
教

学
の
具
体
的
様
子
を
示
す
貴
重
な
成
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
、
逸
文
資
料
が
非
常
に
断
片
的
で
あ
る
た
め
、
百
済
仏
教
学
の
具
体
的
様
子

と
そ
れ
が
日
本
仏
教
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
対
す
る
具
体
的
理
解
に
は
限
界
が

三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響

少
な
く
な
い
。
今
後
、
さ
ら
に
進
展
さ
れ
た
資
料
発
掘
と
思
想
内
容
に
対
す
る

検
討
が
要
望
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
、
最
近
、
百
済
で
撰
述
さ
れ
た
文
献
と
し
て
確
認

さ
れ
た
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』

の
日
本
仏
教
界
へ
の
影
響
は
特
に
注
目
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。
た
と
い
完
本
で
な
く
と
も
全
体
の
半
分
を
超
え
る
七
巻
分
量
の

内
容
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
思
想
内
容
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
み
な
ら
ず
、
百
済
仏
教
学
の
中
で
も
日
本
仏
教
界
に
最
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
三
論
学
派
の
文
献
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
仏
教
界

の
伝
承
に
よ
る
と
、
百
済
か
ら
日
本
に
渡
っ
て
き
て
活
躍
し
た
僧
侶
た
ち
の
絶

対
多
数
は
三
論
学
者
と
現
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
思
想
的
特
性
と
日
本
仏
教
界

に
及
ぼ
し
た
思
想
的
影
響
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
語
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
日
本
コ
一
論
学
の
形
成
と
発
展
に
お
い
て
も
百
済
出
身
三
論
学
者
た
ち
の
影

響
は
そ
れ
ほ
ど
強
調
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
中
国
留
学
僧
と
高

句
麗
出
身
僧
侶
た
ち
が
よ
り
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
と
語
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
日
本
古
代
の
仏
教
資
料
を
検
討
す
る
と
、
日
本
初
期
三
論
学
に

お
い
て
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
は
非
常
に
重
要
な
位
相
を
持
っ
て
い
た
こ
と
と

現
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
百
済
の
三
論
学
が
日
本
古
代
三
論
学
の
形
成

と
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
論
文
で
は
日
本
古
代
仏
教
界
に
お
け
る
三
論
学
綱
要
書
の
性
格

と
流
通
状
況
に
対
す
る
検
討
を
通
し
て
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
の
位
相
を
探
つ

て
み
て
、
こ
れ
を
土
台
に
日
本
古
代
仏
教
界
に
及
ぼ
し
た
百
済
三
論
学
の
影
響

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
。



奈
良
時
代
の
三
論
学
綱
要
書

コ
一
論
学
（
宗
）
は
日
本
仏
教
界
に
お
い
て
最
も
先
に
成
立
さ
れ
た
学
派
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
伝
承
に
よ
る
と
、
推
古
天
皇
の
時
に
日
本
に
や
っ
て
き
た
高

句
麗
出
身
の
慧
潅
と
百
済
出
身
の
観
動
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
伝
え
ら
れ
た
と

し
、
奈
良
時
代
初
期
に
す
で
に
学
派
と
し
て
の
体
制
を
整
え
た
と
す
る
。
奈
良

時
代
中
期
以
降
に
は
、
法
相
宗
と
共
に
最
も
有
力
な
学
派
と
し
て
仏
教
界
を
主

導
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
＝
一
論
学
は
は
じ
め
て
伝
来
さ
れ
て
以
来
、
中
国
三
論
教
学
の
完
成
者

で
あ
る
吉
蔵
の
教
学
に
依
拠
し
た
こ
と
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
奈
良
時

代
以
来
、
多
く
の
吉
蔵
の
著
述
が
日
本
仏
教
界
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
文
献
を
土
台
に
し
て
日
本
の
三
論
学
が
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
奈
良
時
代
の
主
要
＝
一
論
学
文
献
の
中
に
は
吉
蔵
以
外
の
人
物
の
著
述
も
少

な
か
ら
ず
み
ら
れ
て
い
る
。
特
に
経
典
と
論
書
の
注
釈
書
で
な
い
三
論
学
の
基

本
内
容
を
整
理
す
る
綱
要
書
中
に
は
、
土
口
蔵
の
著
述
よ
り
も
吉
蔵
以
外
の
人
物

に
よ
る
著
述
が
よ
り
多
く
流
通
さ
れ
て
い
る
様
子
が
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
奈

良
時
代
の
三
一
論
学
に
対
す
る
理
解
が
吉
蔵
の
み
な
ら
ず
、
多
様
な
人
物
た
ち
の

著
述
と
思
想
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る。
奈
良
時
代
に
流
通
さ
れ
た
三
一
論
学
文
献
を
総
合
的
に
整
理
し
た
目
録
は
な
い

が
、
奈
良
時
代
の
古
文
書
に
み
ら
れ
る
写
経
記
録
及
び
仏
典
目
録
な
ど
を
通
し

四

て
当
時
流
通
さ
れ
た
文
献
に
対
す
る
概
略
的
な
理
解
は
可
能
で
あ
る
。
奈
良
時

代
の
古
文
書
に
お
い
て
は
、
吉
蔵
の
著
述
で
あ
る
『
華
厳
（
経
）
疏
』
『
勝
重

経
疏
』
（
H

『
勝
重
宝
窟
」
）
『
金
剛
般
若
経
義
疏
」
『
仁
王
経
疏
』
『
無
量
義
経

統
略
』
『
法
華
（
経
）
義
疏
』
『
法
華
玄
論
』
『
法
華
経
遊
意
』
『
法
華
（
経
）
統

略
』
『
浬
繋
経
疏
』
『
中
論
（
義
）
疏
』
『
百
論
疏
』
『
十
二
門
論
疏
』
『
法
花
論
疏
』

『
二
諦
義
』
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
元
康
の
『
中
論
疏
』
『
三
論
疏
』
『
肇
論
疏
」
、

元
暁
の
『
三
論
宗
要
』
と
『
三
論
玄
義
』
、
慧
均
の
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
（
H

『
一
二
論
広
章
』
）
、
そ
し
て
撰
者
未
詳
の
『
中
論
記
』
『
中
観
論
記
」
『
中
観
論
宗
要
』

『
中
論
遊
意
抄
略
」
ヲ
一
一
論
略
章
』
な
ど
、

二
十
余
種
の
文
献
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
全
体
の
文
献
中
、
半
分
以
上
が
吉
蔵
の
著
述
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
当

時
一
二
論
学
に
吉
蔵
の
影
響
は
絶
対
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
注

目
さ
れ
る
こ
と
は
、
経
典
と
論
書
の
注
釈
書
で
な
い
三
論
学
綱
要
書
の
中
に
は

吉
蔵
の
著
述
が
そ
れ
ほ
ど
み
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

右
の
文
献
の
中
で
三
論
学
綱
要
書
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
吉
蔵
の

『
二
諦
義
』
、
元
暁
の
「
二
一
論
玄
義
』
と
『
三
論
宗
要
』
、
慧
均
の
『
大
乗
四
論

玄
義
記
』
（
U

『
三
論
広
章
』
）
、
そ
し
て
撰
者
未
詳
の
『
コ
一
論
略
章
』
な
ど
四

種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
の
性
格
と
具
体
的
写
経
状
況
に
つ
い
て
探
っ
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。

三
論
学
綱
要
書
中
、
最
も
先
に
写
経
の
事
実
が
記
録
さ
れ
た
文
献
は
吉
蔵
の

『
二
諦
義
』

で
あ
る
。
こ
の
文
献
は
三
論
学
の
基
本
概
念
中
の
一
つ
で
あ
る
一
一

諦
、
す
な
わ
ち
俗
諦
（
世
諦
）
と
真
諦
（
第
一
義
諦
）
と
い
う
二
つ
の
真
理
の

関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
し
て
、
二
諦
を
主
題
に
し
て
三
論
学
の
基
本
的



立
場
を
体
系
的
に
整
理
し
て
い
る
。
奈
良
時
代
の
古
文
書
の
中
に
は
、
天
平

十
二
年
（
七
四
二
）
三
月
に
作
成
さ
れ
た
仏
典
目
録
に
は
じ
め
て
こ
の
文
献
の

存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
と
、
神
護

景
雲
二
年
（
七
六
人
）
の
記
録
に
も
こ
の
文
献
の
筆
写
の
事
実
が
み
ら
れ
て
い

る
。
奈
良
時
代
の
古
文
書
に
お
い
て
三
回
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
七
四
二
年
の
仏
典
目
録
と
七
六
0
年
代
の
写
経
関
連
記
録
に
み
ら
れ
る

こ
の
文
献
の
名
称
と
巻
数
に
は
違
い
が
あ
る
。
前
者
は
『
二
諦
義
』

一
巻
で
あ

る
の
に
反
し
て
、
後
者
は
『
二
諦
章
』
三
巻
に
な
っ
て
い
る
。
「
義
」
と
「
章
」

は
書
名
に
お
い
て
互
い
に
五
換
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
し
て
問
題
に
な
ら
な
い

が
、
巻
数
の
違
い
は
単
純
〔
な
問
題
〕
で
は
な
い
。

一
巻
と
三
巻
と
い
う
分
量

の
違
い
を
考
慮
す
る
時
、
二
つ
の
本
を
同
じ
も
の
と
み
る
こ
と
は
難
し
い
。
現

在
伝
わ
っ
て
い
る
吉
蔵
の
著
述
『
二
諦
義
』
は
一
一
一
巻
本
で
あ
る
た
め
、
七
六
O

年
代
に
筆
写
さ
れ
た
文
献
は
吉
蔵
の
『
二
諦
義
」
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

七
四
二
年
の
目
録
に
み
ら
れ
る
『
二
諦
義
』
は
吉
蔵
の
『
二
諦
義
」
と
は
異
な

る
文
献
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
二
諦
は
一
一
一
論
学
の
基
本
概
念
中
の
一
つ
に
し

て
、
三
論
学
の
基
本
内
容
を
説
明
す
る
時
、
優
先
的
に
説
明
さ
れ
る
べ
き
内
容

で
あ
っ
た
。
現
存
す
る
三
論
学
綱
要
書
中
に
も
「
二
諦
義
」
と
い
う
篇
目
を
含

ん
で
い
る
文
献
が
少
な
く
な
い
。
七
四
二
年
の
初
出
現
以
降
、
二
十
年
が
経
つ

て
か
ら
再
び
姿
が
現
れ
る
こ
と
も
二
つ
の
文
献
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
文
献
で
あ

る
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
吉
蔵
の
『
二
諦
義
』

に
先
行
し
て
同
一
タ
イ
ト
ル
〔
同
名
異
書
〕
の
著
述
が
流
通
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
の
本
の
著
者
や
具
体
的
性
格
に
つ
い
て
は
知
り
難
吋
。

三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響

「
二
諦
義
』

の
次
に
古
文
書
資
料
に
み
ら
れ
る
一
一
一
論
学
綱
要
書
は
慧
均
が
撰

述
し
た
「
大
乗
四
論
玄
義
記
』
（
H

「
三
論
広
章
』
）

で
あ
る
。
こ
の
文
献
は
六

世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初
め
の
時
期
に
百
済
地
域
で
撰
述
さ
れ
た
文
献
に
し
也
、

本
来
、
十
二
巻
二
十
三
篇
か
ら
成
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
在
九
巻
十
一
篇

（
一
部
欠
落
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
問
、
伝
わ
ら
な
い
篇
目
の
一
部
の

内
容
が
ほ
か
の
文
献
に
引
用
さ
れ
確
認
さ
れ
て
い
る
。
三
論
学
に
関
す
る
多
様

な
主
題
を
総
合
的
に
整
理
し
た
綱
要
書
に
し
て
、
三
論
学
の
全
体
的
様
子
を
示

す
文
献
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

奈
良
時
代
の
古
文
書
に
お
い
て
こ
の
文
献
が
は
じ
め
て
み
ら
れ
る
の
は
天
平

十
二
年
（
七
四
二
）

で
あ
る
。
こ
の
年
の
七
月
に
写
経
所
で
作
成
し
た
筆
写
す

る
べ
き
文
献
の
目
録
に
「
均
章
』
（
十
二
巻
）
と
い
う
書
名
が
み
ら
れ
て
い

る
。
『
均
章
』
は
撰
者
の
名
前
を
取
っ
た
『
慧
均
師
章
』
の
略
称
に
し
て
、
後

代
に
も
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
て
い
る
。
以
降
、
こ
の
文
献
は
頻
繁
に
筆
写
さ
れ

て
い
る
。
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）

の
筆
写
を
終
え
た
仏
典
文
献
目
録
中
に

｛
却
）

「
大
乗
四
論
玄
義
記
』
（
一
般
十
二
巻
）
が
み
ら
れ
、
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）

に
写
経
所
で
筆
写
し
た
文
献
目
録
中
に
も
「
大
乗
四
論
玄
義
記
』
（
十
二
巻
）

｛忽】

が
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
と
、
十
八
年
（
七
四

〈

泊

｝

〔

担

｝

六
）
、
十
九
年
（
七
四
七
）
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
ヨ
）
、
神
護
景
雲
二
年

（
七
六
局
）
の
写
経
文
献
目
録
に
も
『
均
章
」
或
い
は
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』

と
い
う
書
名
と
し
て
現
れ
て
い
る
。

一
方
、
神
護
景
雲
二
年
二
月
に
奉
写
一
切

経
司
で
蒐
集
し
た
文
献
目
録
中
に
み
ら
れ
る
「
一
一
一
論
広
章
』
（
一
部
十
二
都
）

も
「
大
乗
四
論
玄
義
記
』
と
同
じ
文
献
で
あ
る
。
同
年
十
一
月
に
奉
写
一
切
経

五



司
か
ら
造
東
大
寺
司
に
送
っ
た
文
献
目
録
の
中
に
お
い
て
「
三
論
広
章
十
二
巻

（
詔
）

（
均
正
撰
こ
と
記
録
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
は
、
七
四
二
年
か
ら
七
六
八
年
の
聞
の

古
文
書
に
計
九
回
、
筆
写
の
対
象
、
或
い
は
筆
写
さ
れ
た
文
献
目
録
に
現
れ
て

い
る
。
か
な
り
頻
繁
に
筆
写
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。

奈
良
時
代
の
古
文
書
資
料
に
お
い
て
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』

の
次
に
み
ら
れ

る
三
論
学
綱
要
書
は
元
暁
の

『
三
論
宗
要
』
と
『
一
二
論
玄
義
』

で
あ
る
。
『
三

論
宗
要
』
は
現
在
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
三
論
学
の
基
本
文
献
で
あ

る
「
中
（
観
）
論
』
『
百
論
』
『
十
二
門
論
」
の
思
想
的
要
点
を
整
理
し
た
一
一
一
論

（
却
｝

学
の
綱
要
書
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
の
古
文
書
に
は
、
天
平
勝
宝
二

（

却

）

（

剖

）

（

担

）

年
（
七
五
O
）
と
、
四
年
（
七
五
二
）
、
六
年
（
七
五
四
）
に
『
三
一
論
宗
要
』

（
一
巻
）
を
筆
写
し
た
事
実
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
天
平
勝
宝
五
年

（

担

）

（

お

）

（
七
五
一
ゴ
）
と
、
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
、
八
年
（
七
六
四
）
、
神
護
景
雲

（
描
）

元
年
（
七
六
七
）
に
は
似
た
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
の
『
三
論
宗
要
記
』
が
筆
写
さ

れ
た
事
実
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
本
は
元
暁
の
『
三
論
宗
要
』
と
同
じ

本
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
る
。
本
の
タ
イ
ト
ル
が
似
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
筆

写
に
使
用
さ
れ
た
紙
の
分
量
も
十
六
張
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合

『
三
論
宗
要
』
は
七
五
二
年
か
ら
七
六
七
年
の
聞
に
計
七
回
筆
写
さ
れ
た
こ
と

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
奈
良
時
代
の
古
文
書
に
は
、
元
暁
の
コ
一
論
学
綱
要
書
と
し
て
『
三
論

玄
義
』
も
み
ら
れ
て
い
る
。
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
二
月
に
奉
写
一
切
経

司
か
ら
造
東
大
寺
司
に
送
っ
た
仏
典
目
録
に
元
暁
の
『
三
論
玄
義
」
が
み
ら
れ

ノ、

て
い
封
。
こ
の
資
料
に
お
い
て
は
、
こ
の
元
暁
の
『
三
論
玄
義
』
が
ほ
か
の

二
十
九
種
の
文
献
と
共
に
、
日
本
に
華
厳
学
を
は
じ
め
て
伝
え
た
審
詳
が
持
つ

（
却
）

て
い
た
仏
典
中
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
一
方
、
天
平
二
十

年
（
七
四
局
）
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
侃
）
、
四
年
（
七
五
ゴ
）
の
文
書
に
も

『
三
論
玄
義
』
が
み
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
本
も
な
お
、
元
暁
が
撰
述
し
た
~『

一

論
玄
義
』
を
指
す
も
の
と
把
握
さ
れ
る
。
既
存
〔
の
説
で
〕
は
、
こ
の
本
を
現

在
伝
え
ら
れ
て
い
る
吉
蔵
の
同
名
の
本
と
し
て
理
解
し
た
の
で
あ
る
時
、
こ
れ

ら
の
資
料
に
み
ら
れ
る
『
一
一
一
論
玄
義
』
も
な
お
、
先
の
神
護
景
雲
二
年
二
月
の

文
書
に
み
ら
れ
る
『
三
論
玄
義
』
と
同
様
に
、
審
詳
が
所
蔵
し
て
い
た
文
献
中

に
入
っ
て
い
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
た
め
、
元
暁
の
著
述
と
み
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
す
べ
て
写
経
な
ど
の
た
め
に
仏
典
の

貸
出
を
要
請
す
る
文
書
と
し
て
、
収
録
さ
れ
る
文
献
の
内
容
と
順
序
が
ほ
ぼ
同

じ
よ
う
に
現
れ
て
い
る
が
、
該
当
文
献
の
ほ
と
ん
ど
、
特
に
『
三
論
玄
義
』
の

前
後
に
あ
る
数
十
余
種
の
文
献
は
す
べ
て
審
詳
が
所
蔵
し
て
い
た
文
献
目
録
に

（
叫
｝

お
い
て
そ
の
ま
ま
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
前
後
の
事
情
か
ら
み
る

と
、
こ
れ
ら
の
文
書
に
収
録
さ
れ
る
「
三
論
玄
義
』
は
、
審
詳
が
所
蔵
し
て
い

た
本
に
し
て
、
元
暁
の
著
述
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
天
平
十
八

年
（
七
四
六
）
四
月
の
資
料
に
も
『
一
二
論
玄
義
」
の
筆
写
と
関
連
さ
れ
る
事
実

が
記
録
さ
れ
て
い
る
料
、
ほ
か
の
古
文
書
資
料
に
み
ら
れ
る
『
三
論
玄
義
』
が

す
べ
て
元
暁
の
著
述
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
こ
の
本
も
元
暁
の
著
述
を
指
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
参
照
す
る
と
、
元
暁
の
『
三
論
玄
義
」

は
七
四
六
年
か
ら
七
六
八
年
ま
で
五
回
ほ
ど
筆
写
さ
れ
た
こ
と
と
み
ら
れ
る
。



こ
の
よ
う
に
奈
良
時
代
の
古
文
書
に
は
、
元
暁
が
撰
述
し
た
三
論
学
綱
要
書

と
し
て
『
三
論
宗
要
』
と
「
三
論
玄
義
』
の
二
種
の
文
献
が
み
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
種
の
文
献
は
、
実
際
に
は
同
一
文
献
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
要
や
玄
義
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
似
た
よ
う
な
意
味
を

持
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
古
文
書
及
び
仏
典
目
録
な
ど
に
、
二
つ
の
文
献
が

同
時
に
現
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
の
文
献
が
同
じ
よ
う

な
時
期
に
筆
写
、
流
通
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
文
献
で
あ

れ
ば
、
資
料
に
同
時
に
現
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
例
が
な
い
こ

と
か
ら
み
て
、
二
つ
の
文
献
は
同
一
文
献
の
異
称
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

ぅ
。
実
際
に
二
つ
の
文
献
の
分
量
も
同
程
度
に
現
れ
て
い
る
。
天
平
十
八
年
の

『
三
論
玄
義
』
関
連
資
料
は
、
写
経
の
た
め
に
紙
を
準
備
す
る
装
演
の
作
業
量

〈岨｝

を
記
録
し
た
文
書
で
あ
る
が
、
『
三
論
玄
義
』
の
筆
写
の
た
め
に
二
十
張
の
紙

を
準
備
し
た
こ
と
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
奈
良
時
代
の
写
経
作
業

に
お
い
て
は
、
筆
写
上
の
誤
謬
に
備
え
〔
る
と
同
時
に
〕
、
本
の
表
紙
用
途
に

一
定
程
度
の
余
分
の
紙
を
事
前
に
準
備
し
た
こ
国
を
考
慮

使
用
す
る
た
め
に
、

す
れ
ば
、
実
際
の
分
量
が
十
六
張
で
あ
っ
た
『
三
論
〔
原
文
は
華
厳
〕
宗
要
』

と
、
分
量
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
元
暁

の
『
三
論
宗
要
』
と
『
三
論
玄
義
』
が
同
一
文
献
で
あ
れ
ば
、
こ
の
一
巻
本
の

元
暁
の
三
論
学
綱
要
書
は
、
七
四
六
年
か
ら
七
六
八
年
の
聞
に
十
二
回
ほ
ど
筆

写
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

奈
良
時
代
の
古
文
書
に
現
れ
る
三
論
学
綱
要
書
中
、
写
経
記
録
が
最
も
遅
い

も
の
は
『
三
論
略
章
』

で
あ
る
。
こ
の
文
献
の
筆
写
記
録
は
神
護
景
雲
二
年

三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響

（
七
六
八
）

の
文
書
に
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
年
の
十
一
月
十
日
に
奉
写
一
切

経
所
［
司
］
か
ら
造
東
大
寺
司
に
写
経
の
勘
経
の
た
め
に
要
請
し
た
文
献
目
録

中
に
『
三
論
広
章
」
、
す
な
わ
ち
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
十
二
巻
と
共
に
「
三

《岨）

論
略
章
』
三
巻
が
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
造
東
大
寺
司
で
は
、
同
月

二
十
五
日
に
一
次
的
に
七
種
の
文
献
を
奉
写
一
切
経
司
に
送
っ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
中
に
こ
の
『
三
論
略
章
』
が
入
っ
て
い
打
開
。

一
方
、
奉
写
一
切
経
司

は
十
二
月
二
日
に
再
ぴ
造
東
大
寺
司
に
文
献
を
要
請
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に

『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
十
二
巻
、
す
な
わ
ち
『
一
一
一
論
広
章
』
が
入
っ
て
い
封
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
造
東
大
寺
司
は
、
同
月
二
十
日
に
「
大
乗
四
論
玄
義

記
』
十
二
巻
を
含
む
様
々
な
文
献
を
奉
写
一
切
経
司
に
送
り
届
け
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
奉
写
一
切
経
司
は
勘
経
に
必
要
な
「
三
論
広
章
」
と
『
三
論
略

章
』
を
す
べ
て
蒐
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

「
三
論
略
章
』
は
、
こ
の
よ
う
に
七
六
八
年
の
写
経
関
連
資
料
に
は
じ
め
て

み
ら
れ
る
が
、
撰
者
ゃ
っ
一
論
広
章
』
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
言

及
が
な
い
。
た
だ
、
こ
の
本
が
『
三
論
広
章
』
と
同
様
に
、
図
書
寮
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た
本
で
あ
る
と
い
う
事
実
だ
け
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の
『
三
論
略
章
」

の
ま
た
の
タ
イ
ト
ル
は
、
『
三
論
広
章
』
と
同
様
に
、
『
（
無

依
無
得
）
大
乗
四
論
玄
義
記
』
で
あ
っ
た
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
七
六
八
年
十
二

と月

巻日
本に
の呑
『写

震坦
鉦柱

祥事，ヲ，，‘
長生

器事
玄八
寺
義ョ

記日
一送

種 Z
Z喜
らじ
れは
て
い十
る二
が喜巻
、本

十
一
月
十
日
に
送
っ
た
文
書
と
比
較
し
て
み
る
と
、
各
々
『
三
論
広
章
』
と
『
三

論
略
章
』
を
指
す
も
の
と
把
握
さ
れ
る
。
神
護
景
雲
二
年
二
月
三
日
に
奉
写
一

七



切
経
司
か
ら
造
東
大
寺
司
に
送
っ
た
文
書
に
も
、
図
書
寮
に
所
蔵
さ
れ
る
ヲ
一
一

論
広
章
」
十
二
巻
と
共
に
『
無
依
無
得
大
乗
四
論
玄
義
記
』
一
一
一
巻
を
要
請
し
て

い
る
が
、
情
況
か
ら
み
て
、
後
者
は

『
一
二
論
略
章
」
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
こ
の
よ
う
に
七
六
八
年
の
文
書
に
は
じ
め
て
み
ら
れ
る
ヨ
一
一
論
略
章
』
は
、

『
一
二
論
〔
原
文
は
大
乗
〕
広
章
』
と
同
様
に
、
『
（
無
依
無
得
）
大
乗
四
論
玄
義
記
』

と
い
う
書
名
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
書
名
か
ら

み
る
と
、
こ
の
本
は
後
代
の
仏
典
目
録
に
み
ら
れ
る
浄
秀
の
『
三
論
略
章
』
で

｛臼）

あ
る
可
能
性
が
高
い
。
平
安
時
代
前
期
に
筆
写
さ
れ
た
法
金
剛
院
蔵
『
大
小
乗

経
律
論
疏
記
目
録
』
と
十
二
世
紀
に
撰
述
さ
れ
た
『
三
論
宗
経
論
章
疏
目
録
』

（

日

社

）

（

日

｝

に
は
、
各
々
浄
秀
が
撰
述
し
た
『
三
論
略
章
』
三
巻
と
『
四
論
玄
義
」
三
巻
が

み
ら
れ
て
い
る
が
、
撰
者
と
巻
数
が
一
致
し
て
タ
イ
ト
ル
が
似
て
い
る
こ
と
か

（
白
羽
）

ら
み
て
、
二
つ
の
本
は
同
一
丈
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
浄
秀

が
撰
述
し
た
三
巻
本
の
三
論
学
綱
要
圭
一
日
は

『
三
論
略
章
」
或
い
は
『
四
論
玄

義
』
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
『
コ
一
論
略
章
』
と
『
四

論
玄
義
』
と
い
う
書
名
を
持
つ
三
巻
本
の
三
論
学
綱
要
書
は
、
七
六
八
年
の
資

料
に
み
ら
れ
る
『
二
一
論
略
章
』
と
同
一
の
性
格
を
持
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
点
に
お
い
て
七
六
八
年
の
資
料
〔
に
み
ら
れ
る
〕
『
三
論
略
章
』
は
、
後
代

の
文
献
目
録
に
み
ら
れ
る
浄
秀
の
『
二
一
論
略
章
』
と
同
一
の
本
に
し
て
、
『
（
無

依
無
得
）
大
乗
四
論
玄
義
（
記
）
』
と
い
う
別
称
を
持
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

浄
秀
の

『
三
論
略
章
』
は
、
現
在
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
内
容
を

知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
名
称
上
の
類
似
性
か
ら
み
る
と
、
『
三
論
広
章
』

｝＼ 

す
な
わ
ち
、
慧
均
の
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
と
似
た
よ
う
な
性
格
の
本
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
分
量
が
多
い

『
三
論
広
章
』
を
要
約
し
た
縮
約
本
か
、

で

な
け
れ
ば
、
慧
均
の
本
を
模
っ
た
似
た
よ
う
な
形
式
の
本
で
あ
る
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
奉
写
一
切
経
司
で
勘
経
の
た
め
に
二
つ
の
本
が
す
べ
て
必
要
で

あ
っ
た
こ
と
を
み
れ
ば
、
前
者
よ
り
は
後
者
の
可
能
性
が
高
い
。
浄
秀
の
出
身

地
域
や
活
動
時
期
は
知
り
得
な
い
が
、
彼
の

「
三
論
略
章
』
が
『
三
論
広
章
』

よ
り
遅
れ
て
現
れ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
慧
均
よ
り
後
代
の
人
物
に
し
て
、
慧
均

の
影
響
を
受
け
た
地
域
、
す
な
わ
ち
百
済
や
新
羅
、
或
い
は
日
本
の
出
身
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
奈
良
時
代
の
資
料
に
筆
写
及
、
び
流
通
の
様
子

が
み
ら
れ
る
三
論
学
綱
要
書
は
、
吉
蔵
の
『
二
諦
義
』
と
、
慧
均
の
『
大
乗
四

論
玄
義
記
』
、
元
暁
の
『
三
論
玄
義
』
（
H

『
三
論
略

『
三
論
宗
要
」
）
、
浄
秀
の

章
』
、
そ
し
て
撰
者
未
詳
の

『
二
諦
義
』
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
中
、
『
大
乗
四
論

玄
義
記
』
と
『
三
論
玄
義
』
は
、
七
四
0
年
代
以
降
七
六
0
年
代
ま
で
頻
繁
に

筆
写
さ
れ
て
広
く
流
通
さ
れ
た
反
面
、
士
口
蔵
の
『
二
諦
義
」
と
浄
秀
の
『
一
二
論

略
章
』
は
、
七
六
0
年
代
以
降
に
は
じ
め
て
資
料
に
姿
が
現
れ
て
い
る
。
そ
し

て
撰
者
未
詳
の

『
二
諦
義
』
は
、
七
四
二
年
の
目
録
に
一
度
み
ら
れ
た
後
、
以

降
に
は
現
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
界
に
お

け
る
代
表
的
な
三
論
学
綱
要
書
は
、
慧
均
の

『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
と
元
暁
の

『
三
論
玄
義
』

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
奈
良
時
代
の
古
文
書
資
料
に
は
、
後
代
日
本
仏
教
界
に
お
い
て
三
論

学
の
基
本
綱
要
書
と
し
て
広
く
読
ま
れ
た
吉
蔵
の
『
三
論
玄
義
』
と
『
大
乗
玄



論
』
な
ど
が
み
ら
れ
て
い
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
文
献
は
中
世

以
降
、

日
本
三
論
学
の
最
も
基
本
的
文
献
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

り
、
現
在
ま
で
も
三
論
学
に
対
す
る
理
解
は
、
こ
の
二
つ
の
文
献
に
基
づ
い
て

い
る
。
し
か
し
、
奈
良
時
代
の
資
料
に
は
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
姿
は
全
く
確
認

さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
撰
述
さ
れ
た
三
論
学
文
献
で
あ
る
智

の
『
浄
名
玄
論
略
述
』
と
『
般
若
心
経
述
義
』
な

ど
に
も
、
こ
れ
ら
の
文
献
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

光
（
七
O
九
｜
七
八
O
頃）

古
文
書
資
料
が
当
時
流
通
さ
れ
た
す
べ
て
の
文
献
を
網
羅
し
て
い
る
と
は
言
え

な
い
将
、
写
経
担
当
機
関
に
お
い
て
当
時
の
主
要
仏
典
を
総
合
的
に
整
理
し
た

目
録
に
も
全
く
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
同
時
代
の
日
本
僧
侶
の
文
献
に
も
言

及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
文
献
が
当
時
に
広
く
流
通
さ

れ
た
と
み
る
こ
と
は
難
し
い
。
果
た
し
て
こ
れ
ら
の
文
献
が
い
つ
か
ら
日
本
仏

教
界
に
お
い
て
主
要
な
文
献
と
し
て
流
通
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て

は
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

平
安
時
代
に
流
通
さ
れ
た
三
論
学
綱
要
書

奈
良
時
代
に
筆
写
、
流
通
さ
れ
た
痕
跡
が
み
ら
れ
る
三
論
学
綱
要
書
の
数
が

四
、
五
種
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
と
は
違
い
、
平
安
時
代
に
は
遥
か
に
多
様
な

三
論
学
綱
要
書
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
（
法
金
剛
院

（

抽

）

（

曲

）

蔵
）
『
大
小
乗
経
律
論
疏
記
目
録
』
、
『
三
論
宗
章
疏
目
録
』
、
『
三
論
宗
経
論
章

疏
目
劇
』
、
『
東
域
伝
灯
目
鰯
』
な
ど
に
は
、
次
の
よ
う
な
三
論
学
綱
要
書
が
み

三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響

ら
れ
て
い
る
。

O
（
法
金
剛
院
蔵
）
『
大
小
乗
経
律
論
疏
記
目
録
』

『
均
章
」
（
十
二
巻
四
八

O
紙
）
、
ヲ
一
ゴ
論
広
章
」
（
均
正
師
、
十
二
巻

六一

O
紙
）
、
『
三
論
玄
義
」
（
四
巻
一
六
O
紙
）
、
ヲ
一
論
略
章
』
（
吉
蔵
師
、

三
巻
一
三
O
紙
）
、
『
二
一
論
略
章
』
（
浄
秀
師
、
三
巻
一
二

O
紙
）
、
『
山
門
玄
』

（
四
巻
二
三

O
紙
）
、
『
無
依
無
得
大
乗
四
論
玄
義
記
』
（
十
四
巻
七

0
0

紙
）
、
『
大
乗
玄
義
』
（
五
巻
一
一

O
紙
）
、
「
大
乗
玄
義
」
（
五
巻
一
二

O
紙）、

『
四
論
玄
義
』
（
一
巻
三
五
紙
）
、
『
二
諦
義
』
（
一
巻
一
一
一
一
紙
）
、
『
二
諦
章
』

（
三
巻
九
九
紙
）
、
『
二
諦
義
』
（
六
巻
一
八

O
紙
）
、
『
八
不
義
』
（
一
巻

一O
紙）

O
三
一
論
宗
章
疏
目
録
』

『
四
論
玄
義
」
（
均
正
、
十
二
巻
）
、
『
大
乗
玄
論
」
五
巻
（
士
口
蔵
）
、
つ
一
論

玄
義
』
（
元
康
、

一
巻
）
、
「
三
論
玄
枢
』
（
元
康
、
二
巻
）
、
空
一
論
玄
記
』

（
元
康
、

一
巻
）
、
空
一
論
宗
要
』
（
元
暁
、

一
巻
一
七
紙
）
、
『
コ
一
論
遊
意
』

（
碩
法
師
、

一
巻
）
、
『
二
諦
章
」
（
士
口
蔵
、
三
巻
）

O
『
三
論
宗
経
論
章
疏
目
録
」

『
二
諦
章
」
（
吉
蔵
、
三
巻
）
、
『
大
乗
玄
論
』
（
士
ロ
蔵
、
五
巻
）
、
『
八
科
章
』

（
吉
蔵
、

一
巻
）
、
『
大
乗
四
論
玄
義
』
（
慧
均
、
十
二
巻
）
、
「
四
論
玄
義
』

（
浄
秀
、
三
巻
）
、
空
一
論
宗
要
』
（
元
暁
、

一
巻
）
、
つ
一
論
玄
枢
』
（
元
康
、

九



二
巻
）
、
『
三
詳
細
玄
記
』
（
元
康
、

一
巻
）
、
『
二
一
論
玄
観
』
（
元
康
、

一巻）、

『
（
三
論
）
遊
意
』
（
崇
法
師
、

一巻）

O
『
東
域
伝
灯
目
録
』

『
三
論
遊
意
』
（
肇
法
師
、

一
巻
）
、
『
三
論
遊
意
』
（
碩
法
師
、

一
巻
）
、
『
二
一

論
遊
意
』
（
崇
法
師
、

一
巻
）
、
『
三
論
玄
義
』
（
元
康
、

一
巻
）
、
ヲ
一
論
玄

枢
』
（
元
康
、
二
巻
）
、
『
三
論
玄
記
」
（
元
康
、

一
巻
）
、
『
三
論
宗
要
』
（
元

暁

一
巻
）
、
『
三
論
略
章
』
（
吉
蔵
、
コ
一
巻
）
、
ヲ
一
論
広
章
』
（
均
正
師
、

十
二
巻
）
、
『
二
一
論
略
章
』
（
浄
秀
、
三
巻
）
、
『
三
一
論
玄
義
」
（
四
巻
）
、
『
四

（田）

論
玄
義
』
（
禅
［
浄
］
秀
法
師
）
、
『
四
論
玄
義
記
』
（
均
正
、
十
二
巻
）
、
『
二

諦
章
』
（
士
口
蔵
）
、
『
八
科
章
』
（
士
口
蔵
）
、
『
大
乗
玄
論
』
（
吉
蔵
、
五
巻
）
、

『
八
不
義
』
（
一
巻
）
、
『
八
不
義
記
」
（
一
巻
）

一
方
、
平
安
時
代
初
期
の
三
論
学
者
で
あ
る
安
澄
（
七
六
三
｜
八
一
四
）

（制）

『
中
論
疏
記
』
に
も
、
次
の
よ
う
な
三
論
学
綱
要
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

『
大
乗
玄
論
』
（
H

『
大
乗
玄
（
義
）
』
、
土
口
蔵
）
、
『
山
門
玄
義
』
（
法
朗
、

五
巻
）
、
『
均
正
玄
義
』
（
慧
均
）
、
『
均
正
十
二
巻
章
』
（
慧
均
）
、
『
一
巻
玄

義
』
（
士
口
蔵
、

一
巻
）
、
三
一
論
略
章
』
（
士
口
蔵
）
、
『
遊
意
』
（
碩
法
師
）

こ
れ
ら
を
撰
述
者
別
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

僧
肇
法
朗
吉
蔵

慧
均

JC 
暁

JC 
康

。

『
一
二
論
遊
意
』
（
一
巻
）

『
山
門
玄
（
義
）
』
（
四
巻
或
は
五
巻
）

『
二
諦
章
』
（
三
巻
）
、
『
（
三
論
）
玄
義
」
（
一
巻
）
、
『
大
乗
玄
論
」
（
H

『
大
乗
玄
（
義
）
」
、
五
巻
）
、
つ
一
論
略
章
』
（
三
巻
）
、
『
八
科
章
』
（
一

巻）『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
（
日

『
三
論
広
章
』
、
十
二
巻
或
は
十
四
巻
）

『
三
論
宗
要
』
（
一
巻
）

『
三
論
玄
枢
』
（
二
巻
）
、
『
三
論
玄
記
』
（
一
巻
）
、
三
一
論
玄
義
』
（
一

碩
法
師
『
三
論
遊
意
』
（
一
巻
）

巻
）
、
『
三
論
玄
観
』
（
一
巻
）

浄
秀
崇
法
師
『
三
論
遊
意
』
（
一
巻
）

ヲ
一
一
論
略
章
』
（
川

『
四
論
玄
義
」
、
三
巻
）

未
詳

の

『
三
論
玄
義
』
（
四
巻
）
、
『
二
諦
義
』
（
一
巻
）
、
『
二
諦
義
』
（
六
巻
）
、

『
八
不
義
」
（
一
巻
）
、
『
八
不
義
記
』
（
一
巻
）

奈
良
時
代
に
比
べ
て
文
献
の
種
類
が
遥
か
に
多
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
撰
述

者
も
多
様
に
な
っ
た
こ
と
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
土
口
蔵
の
著
述
が
多
く

な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
法
閉
、
元
康
、
碩
法
師
な
ど
、
中
国
三

（田）

論
学
者
た
ち
の
著
述
が
多
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
と
の
交
流
を
通
し
て
新

し
い
文
献
が
多
様
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

中
、
奈
良
時
代
の
資
料
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
「
二
諦
義
』
（
一
巻
）
、
「
二
諦
義
』

『
三
論
広
章
』
、
慧
均
、
十
二
巻
）
、

（
吉
蔵
、
二
一
巻
）
、
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
（
川



『
三
論
宗
要
』
（
元
暁
、

一
巻
）
、
『
三
論
略
章
』
（
H

『
四
論
玄
義
』
、
浄
秀
、
三

巻
）
以
外
の
残
り
の
文
献
に
つ
い
て
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
僧
肇
の
「
三
論
遊
意
』
（
一
巻
）
は
、
後
代
に
三
論
学
者
た
ち
に
よ
っ

て
尊
崇
さ
れ
た
僧
肇
の
著
述
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
本
は

中
国
と
韓
国
の
仏
教
文
献
に
全
く
現
れ
て
い
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
で
も

『
東
域
伝
灯
目
録
』
以
前
の
仏
典
目
録
や
文
献
に
は
み
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ

円師】

る
。
ま
た
、
僧
肇
の
伝
記
に
も
、
こ
の
本
に
対
す
る
言
及
が
み
ら
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
後
代
に
彼
の
名
前
に
仮
託
し
て
撰
述
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。
現
在
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

法
朗
の
「
山
門
玄
（
義
）
』
は
、
吉
蔵
の
師
匠
に
し
て
、
三
論
学
の
基
本
体

系
を
完
成
し
た
法
朗
の
著
述
と
い
う
点
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
が
、
僧
肇
の
『
一
一
一

論
遊
意
』
と
同
様
に
、
中
固
と
韓
国
の
仏
教
界
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
本
で
あ

る
。
法
朗
の
弟
子
で
あ
る
吉
蔵
と
慧
均
の
著
述
に
も
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
後
代
に
彼
の
名
前
に
仮
託
し
て
撰
述
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

吉
蔵
の
著
述
中
、
『
三
論
玄
義
』
（
一
巻
）
は
、
現
在
一
巻
本
〔
原
文
は
二
巻

【剖】

本
〕
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
『
三
論
玄
義
』
と
同
一
の
本
で
あ
る
と
把
握
さ
れ

る
。
安
澄
の
『
中
論
疏
記
』
に
お
い
て
吉
蔵
の
『
一
巻
玄
義
』
と
引
用
し
て
い

る
内
容
が
、
現
在
の
一
巻
本
〔
同
右
〕
『
三
論
玄
義
』
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
見

（曲
v

出
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
本
は
後
代
の
珍
海
（
一

O
九
一
一
一
一
五
二
）

の
著
述
に
お
い
て
は
『
三
論
玄
（
義
）
」
と
い
う
書
名
と
同
時
に
『
中
論
玄
（
義
）
」

と
い
う
書
名
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
『
中
論
玄
（
義
）
』
が
本
来
の
書
名
で

三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響

【
叩
）

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
平
安
時
代
の
仏
典
目
録
に
は
、
士
ロ

蔵
の
『
三
論
玄
（
義
）
』
は
確
認
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
代
わ
り
に
『
中
（
観
）

論
玄
（
義
）
」
（
一
巻
）
が
吉
蔵
の
著
述
と
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
来
『
中
論
』

の
注
釈
書
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
三
論
学
綱
要
書
と
し
て
流
通
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

吉
蔵
の
「
大
乗
玄
論
』
は
、
仏
典
目
録
に
記
載
さ
れ
た
通
り
、
五
巻
本
と
し

て
完
全
な
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
三
論
学
の
主
要
な
主
題
に
対
し
て
論
じ
た
、

二
諦
義
（
巻
一
）
、
八
不
義
（
巻
二
）
、
仏
性
義
、
一
乗
義
、
浬
繋
義
（
巻
三
）
、

二
智
義
（
巻
四
）
な
ど
と
、
三
論
学
の
立
場
か
ら
様
々
な
経
典
と
論
書
の
位
相

を
整
理
し
た
、
教
遮
義
、
論
遮
義
（
巻
五
）
な
ど
、
八
つ
の
篇
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
独
立
さ
れ
た
個
別
の
篇
を
集
め
て
お
い
た
義
章
形
式
の
本
に
し
て
『
大

乗
四
論
玄
義
記
』
と
似
た
よ
う
な
体
裁
で
あ
る
。
『
大
乗
四
論
玄
義
記
」
に
比

ベ
て
よ
り
核
心
的
な
主
題
、
だ
け
を
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
後
ろ
の
部
分
に
経

論
全
体
を
対
象
と
す
る
教
遮
義
と
論
遮
義
を
配
置
し
た
点
が
特
色
で
あ
る
。
『
大

乗
四
論
玄
義
記
』
に
比
べ
て
よ
り
整
理
さ
れ
て
進
展
さ
れ
た
様
子
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
が
実
際
に
吉
蔵
本
人
が
撰
述
し
た
も

の
か
に
つ
い
て
は
長
い
間
論
難
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
本
の
内
容

が
吉
蔵
の
ほ
か
の
著
述
と
重
複
さ
れ
る
部
分
が
少
な
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ

的
。
特
に
そ
れ
ま
で
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
八
不
義
の
発

見
に
よ
り
『
大
乗
玄
論
』
と
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
入
不
義
の
内
容
が
互
い
に

一
致
す
る
と
い
う
事
実
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
本
を
吉
蔵
の
撰
述
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
疑
問
が
提
示
さ
れ
問
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
も



学
界
に
お
い
て
は
、
本
全
体
の
内
容
か
ら
み
る
と
、
土
口
蔵
の
著
述
と
み
る
こ
と

に
問
題
が
な
い
の
で
あ
り
、
八
不
義
の
内
容
が
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
と
重
複

さ
れ
る
こ
と
は
、
吉
蔵
死
後
の
編
纂
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
問
題
と
み
る
こ
と

（市）

が
で
き
る
と
い
う
見
解
が
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
近

一
乗
義
の
内
容
に
対
す
る
検
討
を
通
し
て
吉
蔵
の
著
述
と
は
認

め
難
い
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
見
解
も
新
た
に
提
起
さ
れ
て
い
る
。
奈

「
大
乗
玄
論
』

良
時
代
の
資
料
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
の
文
献
は
、
八
世
紀
後
半
に
『
大
乗
四

論
玄
義
記
』
を
モ
デ
ル
に
し
な
が
ら
、
よ
り
簡
略
に
体
系
的
に
編
纂
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

『
三
論
略
章
』
（
三
巻
）
は
、
現
在
同
じ
書
名
の

『
三
論
略
章
』
（
一

土口刊威の

（市）巻
）
が
彼
の
著
述
と
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
巻
数
が
異
な
る
た
め
、
同
じ
本
と
は

『
中
論
疏
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
吉
蔵

見
難
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
安
澄
の

の
『
三
論
略
章
』
の
内
舗
が
、
現
在
伝
え
ら
れ
る
『
三
論
略
章
』
（
一
巻
）
の

内
容
と
非
常
に
類
似
す
る
た
め
、
両
者
の
聞
に
一
定
の
関
連
性
が
あ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
『
中
論
疏
記
』
に
引
用
さ
れ
る
内
容
が
よ
り
詳
し
い
こ
と
か
ら

み
る
と
、
現
在
伝
わ
る
『
二
一
論
略
章
』
（
一
巻
）
は
、
本
来
の
つ
一
巻
本
三
一
論

｛田〉

略
章
』
を
簡
略
に
抄
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
現
在
伝
え
ら

れ
る
一
巻
本
吉
一
論
略
章
』
は
、
吉
蔵
の
ほ
か
の
著
述
『
八
科
章
』
と
同
じ
本

で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
十
二
世
紀
に
活
動
し
た
珍
海
は
、
当
時
吉
蔵
の
著
述

と
流
通
さ
れ
て
い
た
一
巻
本
『
一
三
世
叩
略
章
』
に
対
し
て
、
八
科
、
す
な
わ
ち
八

（
田
）

つ
の
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
し
な
が
ら
、
前
の
時
代
の
文
献
目
録
に
み
ら

（
制
）

れ
る
『
八
科
章
』
と
同
じ
本
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
本
来
の

三
一
巻
本
『
一
二
論
略
章
』
を
抄
略
し
た
も
の
が
『
八
科
章
』

在
伝
え
ら
れ
る
ヲ
一
五
耐
略
章
』
（
一
巻
）

で
あ
る
と
し、

っ
こで
とあ
がり
で
きそ
るされ
。が
し現

か
し
、
三
一
巻
本
『
三
論
略
章
』
と
そ
れ
を
抄
略
し
た

『
八
科
章
』
が
、
実
際
に

土
口
蔵
の
著
述
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
現
在
の
雪
一
論
略

章
」
（
一
巻
）

ほ
か
の
文
献
に
提
示
さ
れ
て
い
る
吉
蔵
の

（
師
）

学
説
と
は
矛
盾
す
る
内
容
が
み
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

の
内
容
の
中
に
は
、

は
、
三
巻
本
を
抄
略
す
る
過
程
に
お
い
て
発
生
し
た
誤
謬
と
解
釈
す
る
こ
と
も

で
き
る
が
、
本
来
の
意
図
と
は
反
対
す
る
内
容
で
抄
略
し
た
可
能
性
は
高
く
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
来
の
三
巻
本
も
な
お
、
現
在
伝
わ
る
『
三
論
略
章
』
と

同
様
に
、
吉
蔵
の
ほ
か
の
著
述
と
は
矛
盾
す
る
立
場
を
取
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
平
安
時
代
に
吉
蔵
の
著
述
と
し
て
流
通
さ

れ
た

ヲ
一
五
柵
略
章
」
（
三
巻
）
と
、
そ
れ
を
抄
略
し
た

は
、
実
際

『
八
科
章
』

に
は
士
口
蔵
の
著
述
で
は
な
く
、
た
だ
彼
の
名
前
に
仮
託
し
た
文
献
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
。

元
康
は
唐
の
貞
観
年
間
に
長
安
で
活
動
し
た
一
一
一
論
学
者
に
し
て
、
三
論
、
す

な
わ
ち
『
中
論
』
『
百
論
』
『
十
二
門
論
』
な
ど
に
対
し
て
注
釈
し
た
の
で
あ
り
、

三
論
の
要
点
を
整
理
し
た
『
一
二
論
玄
枢
』
を
著
し
た
。
奈
良
時
代
の
資
料
に
も

（
回
）

彼
が
撰
述
し
た
三
論
の
注
釈
書
と
、
僧
肇
の
『
肇
論
』
に
対
し
て
注
釈
し
た
『
肇

論
疏
』
が
み
ら
れ
て
い
る
。
『
＝
一
論
玄
枢
』
を
は
じ
め
と
す
る
三
一
論
学
綱
要
書

も
比
較
的
早
い
時
期
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（回）

彼
の
著
述
の
中
で
は
『
肇
論
疏
』
士
一
一
巻
）
だ
け
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、

彼
が
撰
述
し
た
三
論
学
綱
要
書
の
内
容
は
知
り
得
な
い
。



碩
法
師
は
中
国
や
韓
国
の
資
料
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
日
本
仏
教
界
で
は
吉

蔵
の
正
統
な
弟
子
と
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
奈
良
時
代
の
資
料
に
は
み
ら

れ
な
い
が
、
平
安
時
代
の
文
献
目
録
に
は
『
中
論
疏
』
（
十
三
巻
）
も
記
録
さ

は
現
在
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

れ
て
い
る
。
彼
の
『
三
論
遊
意
（
義
）
』

三
論
学
派
の
基
本
的
立
場
を
簡
略
に
整
理
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
の

本
論
部
分
に
お
い
て
は
論
書
の
名
称
を
説
明
し
な
が
ら
『
中
観
論
」
、
す
な
わ

ち
『
中
論
』

の
名
称
だ
け
を
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
み
る
と
、
こ

の
本
は
本
来
、
三
論
全
体
に
対
し
て
説
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、
『
中
（
観
）
論
』

（回）

に
対
し
て
解
説
す
る
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
の
本
は
彼

の

『
中
論
疏
」

の
序
論
部
分
を
別
途
に
独
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な

しミ。
崇
法
師
の
『
三
一
論
遊
青
山
』
（
一
巻
）

の
場
合
、
撰
者
で
あ
る
崇
法
師
が
い
か

な
る
人
物
で
あ
る
か
知
り
得
ず
、
本
も
伝
え
ら
れ
な
い
た
め
、
そ
の
性
格
を
推

定
し
難
い
。
撰
者
未
詳
の
『
三
論
玄
義
』
（
四
巻
）
も
な
お
同
様
で
あ
る
。

「
一
一
諦
義
』
（
一
巻
）
と
『
三
諦
義
」
（
六
巻
）

は
、
二
一
論
学
の
主
要
概
念
で

あ
る
二
諦
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
、
分
量
か
ら
み
る
と
、
土
口
蔵
の
『
一
一
諦
義
』

（
三
巻
）
と
は
異
な
る
本
と
み
ら
れ
る
。
二
諦
が
三
一
論
学
の
核
心
思
想
で
あ
っ

た
だ
け
に
、
こ
れ
を
主
題
と
す
る
書
物
が
多
数
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

本
の
場
合
、
先
に
み
た
七
回
二
年
の
仏
典
目
録
に
言
及
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
本

で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
明
確
で
は
な
い
。
或
い
は
現
在
の
『
大
乗
四
論
玄

義
記
』
や
『
大
乗
玄
論
」
中
の
二
諦
義
の
部
分
を
独
立
さ
せ
た
別
行
本
で
あ
る

か
も
知
れ
な
い
。

三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響

『
八
不
義
』
（
一
巻
）
と

『
八
不
義
記
」
（
一
巻
）
も
な
お
、
＝
五
嗣
学
の
主
要

概
念
で
あ
る
八
不
に
つ
い
て
論
じ
た
著
述
で
あ
る
が
、
実
体
は
知
り
得
な
い
。

分
量
か
ら
み
る
と
、
先
の
一
巻
本
『
二
諦
義
」
と
同
様
に
、
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』

や
『
大
乗
玄
論
』
中
の
八
不
義
の
部
分
の
別
行
本
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
、
平
安
時
代
に
流
通
さ
れ
た
＝
一
論
学
綱
要
書
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
。

こ
の
時
期
に
は
、
慧
均
と
元
暁
の
著
述
が
主
に
流
通
さ
れ
た
奈
良
時
代
と
は
大

き
く
状
況
が
異
な
っ
て
お
り
、
流
通
さ
れ
た
文
献
の
種
類
が
遥
か
に
多
様
に

な
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
中
国
の
三
論
学
者
た
ち
の
著
述
が
多
数
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
平
安
時
代
に
新
た
に
登
場
し
た
一
一
一
論
学
綱
要
書
の
中
に
は
そ
の
ア
イ

デ
ン
テ
イ
テ
ィ
ー
が
不
分
明
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。
伝
え
ら
れ
な
い
も
の
は

論
外
に
し
て
も
、
吉
蔵
の
著
述
と
伝
わ
る
「
大
乗
玄
論
」
と
、
「
三
論
略
章
』
、

『
八
科
章
』
な
ど
は
す
べ
て
吉
蔵
本
人
の
著
述
で
は
な
く
、
後
代
に
編
集
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
吉
蔵
の
『
三
論
玄
義
』
と
碩
法
師
の

『
三
論
遊
意
』
は
、
元
々
は

『
中
論
』
に
つ
い
て
論
じ
た
本
で
あ
っ
た
が
、
後

代
に
『
中
論
』

で
は
な
く
、
三
論
学
全
体
の
綱
要
書
の
よ
う
に
流
通
さ
れ
た
も

巻

の
で
あ
る
。
伝
え
ら
れ
な
い
も
の
の
中
で
も
、
僧
肇
の
『
三
論
玄
義
』
と
法
朗

σコ

『
山
門
玄
義
』
は
、
後
代
に
三
論
学
初
期
祖
師
の
名
前
に
仮
託
し
て
撰
述
、

或
い
は
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
よ
う
に
平
安
時
代
に
は
奈
良
時
代
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
三
論

学
綱
要
室
田
が
多
く
出
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
既
存
の
文
献
を
真
似
て



新
た
に
撰
述
さ
れ
た
か
、
既
存
の
著
述
の
名
称
を
変
え
て
新
た
に
編
集
さ
れ
た

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
が
広
く
流
通

さ
れ
た
の
は
、
既
存
の
文
献
と
は
異
な
り
、
当
時
の
仏
教
界
の
要
求
事
項
を
う

ま
く
反
映
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

新
た
に
流
通
さ
れ
た
文
献
の
中
で
『
大
乗
玄
論
』
と
『
三
論
略
章
』
な
ど
は
、

既
存
に
広
く
流
通
さ
れ
て
い
た
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
に
比
し
て
扱
う
主
題
を

制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
量
を
大
き
く
縮
小
し
た
の
で
あ
る
。
『
大
乗
四
論

玄
義
記
』
が
二
十
三
篇
の
主
題
を
十
二
巻
に
収
録
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
『
大

乗
玄
論
」
と
ヲ
一
一
論
略
章
』
は
八
篇
の
主
題
を
各
々
五
巻
、
或
い
は
三
巻
に
収

め
た
の
で
あ
り
、
『
八
科
章
」
は
さ
ら
に
こ
れ
を
一
巻
に
抄
略
し
た
の
で
あ
る
。

三
論
学
の
核
心
的
主
題
だ
け
を
選
ぴ
取
っ
て
簡
潔
に
整
理
し
た
こ
ら
れ
の
文
献

が
既
存
の
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
に
比
べ
活
用
す
る
の
に
便
利
で
あ
っ
た
ろ
う
。

一
方
、
『
三
論
玄
義
』
と
『
ゴ
一
論
遊
意
」
な
ど
は
、
三
論
、
す
な
わ
ち
『
中
論
』

「
百
論
』
『
十
二
門
論
』
及
、
び
こ
れ
ら
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
『
大
智
度
論
』

思
想
的
要
請
を
説
明
す
る
文
献
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
論
書
の
ほ
か
の

経
論
に
対
す
る
優
越
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
奈
良
時
代
に
広
く
流
通
さ

れ
た
元
暁
の
『
三
論
宗
要
』
と
は
異
な
る
性
格
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
三

論
宗
要
』
自
体
が
伝
え
ら
れ
な
い
た
め
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
諸
経
論
の
思
想
的
違
い
を
会
通
す
る
和
誇
を
重
視
し
た
元
暁
の
思
想
的
傾

向
か
ら
み
る
と
、
こ
の
本
が
ほ
か
の
経
論
に
対
す
る
三
論
の
優
越
性
を
強
調
し

た
と
は
考
え
難
い
。
奈
良
時
代
後
期
以
降
、
日
本
仏
教
界
は
学
派
閥
の
競
争
が

激
し
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
宗
派
意
識
も
強
く
な
っ
た
の

四

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
つ
一
論
学
の
優
越
性
を
強
調
す
る
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
た
吉
蔵
の
『
中
論
玄
（
義
）
」
と
碩
法
師
の
『
中
論
遊
意
』
が
、
各
々

『
二
一
論
玄
義
』
と

『
三
論
遊
意
』
に
名
称
を
変
え
て
、
三
論
学
の
思
想
的
特
性

と
優
越
性
を
知
ら
し
め
る
丈
献
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
こ
の
よ
う
に
新
た
に
登
場
し
た
様
々
な
文
献
の
中
で
も
、
特
に
『
大

乗
玄
論
』
と
『
三
論
玄
義
』
が
最
も
広
く
流
通
さ
れ
て
、
後
代
に
最
も
権
威
の

あ
る
文
献
と
し
て
定
着
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
れ
ら
が
吉
蔵
が
撰
述
し
た
綱
要

書
と
し
て
流
布
さ
れ
た
と
い
う
事
実
も
重
要
に
作
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
一
一
論

学
派
の
宗
派
意
識
が
深
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
宗
祖
に
対
す
る
尊
崇
意
識
も
強
化

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
宗
祖
で
あ
る
吉
蔵
が
撰
述
し
た

『
大
乗
玄
論
』
と
『
三
論
玄
義
』
が
、
傍
系
の
祖
師
で
あ
る
慧
均
と
元
暁
の
『
大

の

乗
四
論
玄
義
記
』
と
『
一
二
論
宗
要
』
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
白

（担〉

然
の
流
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

四

日
本
古
代
三
論
学
に
及
ぼ
し
た
百
済
仏
教
の
影
響

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
古
代
仏
教
界
に
お
い
て
流
通
さ
れ
た
三

論
学
綱
要
書
は
時
代
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
、
百
済
で
撰

述
さ
れ
た
慧
均
の
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
と
、
新
羅
僧
侶
元
暁
の
『
三
論
宗
要
』

（
川
『
三
論
玄
義
』
）
が
主
要
な
文
献
で
あ
っ
た
の
に
反
し
て
、
平
安
時
代
に
は
、

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
中
国
三
論
宗
祖
師
た
ち
の
丈
献
が
多
数
流
通
さ
れ
た
の
で
あ



り
、
そ
の
中
で
も
吉
蔵
の

『
大
乗
玄
論
」
と
『
一
二
論
玄
義
』
が
主
要
な
綱
要
書

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う

な
流
れ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』

の
位
相
で
あ
る
。
こ

の
本
は
奈
良
時
代
の
主
要
な
三
論
学
綱
要
書
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
平
安
時

代
に
新
た
に
出
現
し
た
主
要
文
献
、
特
に
士
口
蔵
の
著
述
と
知
ら
れ
る

『
大
乗
玄

論
』
『
三
論
略
章
」
『
八
科
章
』
な
ど
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
古

代
の
主
要
な
三
一
論
学
綱
要
書
は
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
と
そ
れ
の
変
形
文
献
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
大
乗
四
論
玄
義
記
」
を
モ
デ
ル
に
し
た
変
形
文
献
の
は
じ
ま
り
は
、
七

六
八
年
の
資
料
に
み
ら
れ
る
三
巻
本
『
三
論
略
章
』

で
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
先
に
見
て
み
た
よ
う
に
、
こ
の
文
献
は
慧
均
の
著
述
と
同
様
に
、
『
大
乗

四
論
玄
義
記
』
と
い
う
書
名
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
み

る
と
、
こ
の
本
は
慧
均
の
著
述
を
モ
デ
ル
に
し
た
似
た
よ
う
な
性
格
の
文
献
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
文
献
の
出
現
か
ら
い
く
ら
か
経
た
な
い
時
期

に
、
再
び
似
た
よ
う
な
性
格
を
持
つ
吉
蔵
の

（
著
述
と
知
ら
れ
る
）
『
大
乗
玄

論
』
と

『
三
論
略
章
』
な
ど
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
仏
教
界

に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
文
献
に
対
す
る
要
求
が
幅
広
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
似
た
よ
う
な
性
格
の
文
献
が
共
に
流
通
さ
れ
て
い
き
、

最
終
的
に
は
『
大
乗
玄
論
』
が
代
表
的
文
献
の
地
位
を
つ
か
ん
で
、
ほ
か
の
文

献
は
次
第
に
消
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
安
澄
の

『
中
論
疏
記
』
に
お

い
て
『
大
乗
玄
論
』
は
ほ
か
の
文
献
に
比
べ
圧
倒
的
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
す
で
に
八
世
紀
末
頃
に
『
大
乗
玄
論
』
が
三
一
論
学
綱
要
書
の
代

三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響

表
的
位
相
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
大
乗
玄
論
』
が
こ

の
よ
う
に
短
い
聞
に
代
表
的
文
献
の
位
相
を
つ
か
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
ほ
か
の
文
献
に
比
べ
よ
り
体
系
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
三
論
宗
の
正
統
な

祖
師
で
あ
る
吉
蔵
の
思
想
に
最
も
よ
く
符
合
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
既
存
の

研
究
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
『
大
乗
玄
論
』
に
は
吉
蔵
の
ほ
か
の

（町｝

著
述
に
出
て
く
る
も
の
と
同
一
の
文
章
が
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
は
こ
の
本
の

編
纂
者
（
た
ち
）
が
吉
蔵
の
著
述
を
土
台
に
し
て
こ
の
本
の
内
容
を
構
成
し
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
八
世
紀
末
以
降
、
ゴ
一
論
学
綱
要
書
の
代
表
的
文
献
と
い
う
座
に

就
い
た
「
大
乗
玄
論
』
は
、
そ
れ
以
前
に
出
現
し
た
「
＝
一
論
略
章
』
と
同
様
に
、

奈
良
時
代
の
代
表
的
三
一
論
学
綱
要
書
で
あ
っ
た
「
大
乗
四
論
玄
義
記
』
を
モ
デ

ル
に
し
て
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
に
比
べ
て
主

題
と
分
量
を
削
り
、
教
迩
義
と
論
誠
一
義
な
ど
を
追
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
基
本

的
に
は
＝
五
柵
学
の
主
要
概
念
に
対
し
て
各
々
の
独
立
さ
れ
た
概
説
を
著
し
、
こ

れ
ら
を
一
ま
と
め
に
し
た
『
大
乗
四
論
玄
義
記
」

の
構
成
形
式
を
踏
襲
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
『
大
乗
玄
論
』
は

『
大
乗
四
論
玄
義

記
』
の
改
良
文
献
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

」
の
よ
う
に
日
本
の
三
論
学
（
派
）
は
、
初
期
に
は

「
大
乗
四
論
玄
義
記
」

を
土
台
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
以
降
、
宗
派
と
し
て
発
展
す
る
段
階

l土

『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
を
変
形
、
改
良
す
る
過
程
に
お
い
て
独
自
的
な
性

格
を
整
え
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
は
日

本
古
代
三
論
学
（
派
）

の
基
盤
に
な
っ
た
主
要
な
文
献
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

五



で
き
る
。
そ
し
て
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
の
こ
の
よ
う
な
位
相
を
考
慮
す
る
時
、

既
存
の
日
本
三
論
学
（
派
）

の
形
成
過
程
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

日
本
仏
教
界
の
伝
統
的
理
解
に
よ
る
と
、
三
論
学
の
伝
来
と
三
論
学
派
の
形

成
は
三
次
の
過
程
を
経
て
な
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
で
吉
蔵

に
修
学
し
た
後
、
六
二

0
年
代
に
日
本
に
や
っ
て
き
た
高
句
麗
僧
侶
慧
潅
［
観
］

が
、
孝
徳
天
皇
二
年
（
六
四
六
）
に
元
興
寺
で
は
じ
め
て
三
論
を
講
義
し
た
の

（
描
）

で
あ
り
、
以
降
、
彼
の
教
え
を
継
承
し
た
智
蔵
が
、
唐
に
渡
り
三
論
学
を
学
ん

で
き
た
の
で
あ
り
、
最
後
に
智
蔵
の
弟
子
で
あ
る
道
慈
が
、
再
び
中
国
に
修
学

し
て
、
帰
っ
て
き
で
は
多
く
の
門
徒
た
ち
を
養
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
論
学

（師｝

派
が
隆
盛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
一
一
一
論

学
形
成
に
対
す
る
伝
統
的
理
解
に
お
い
て
は
、
高
句
麗
出
身
慧
潅
と
七
世
紀
後

半
の
入
唐
留
学
僧
た
ち
の
役
割
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
、
百
済
仏

教
の
影
響
は
注
目
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
七
世
紀
前
半
、
日
本
で
活
躍
し

た
慧
聡
、
観
勤
な
ど
の
百
済
出
身
僧
侶
た
ち
に
つ
い
て
、
三
論
学
の
宗
匠
た
ち

｛
岨
｝

で
あ
っ
た
と
は
言
及
し
な
が
ら
も
、
日
本
三
論
学
（
派
）
形
成
に
関
連
し
て
は

特
別
に
重
視
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
が
現
在
確
認
さ
れ
る
最
も
古
い
三
論
学
綱
要

書
と
し
て
奈
良
時
代
の
全
般
に
わ
た
り
頻
繁
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
平
安
時
代
ま
で
も
持
続
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
事
実
を
考
慮
す
る
時
、

こ
の
よ
う
な
認
識
は
歴
史
的
事
実
を
正
し
く
反
映
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
の

で
あ
る
。
高
句
麗
や
中
国
よ
り
も
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
が
撰
述
さ
れ
た
百
済

ム
ノ、

の
仏
教
が
よ
り
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
古

代
の
伝
承
に
お
い
て
三
論
学
の
最
初
の
伝
来
者
と
重
視
し
て
い
る
高
句
麗
出
身

慧
潅
の
場
合
、
『
日
本
書
紀
』

の
よ
う
な
公
式
文
書
に
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
り
、
二
回
目
の
伝
来
者
で
あ
る
智
蔵
も
な
お
、
当
時
の
資
料
に
は

現
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
三
回
目
の
伝
来
者
で
あ
る
道
慈
の
場
合
も
、
当
時

の
資
料
に
は
三
論
学
者
と
し
て
の
様
子
は
そ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
と
は
み
ら
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
実
際
に
三
論
学
を
伝
来
、
弘
布
し
た
人
物
た
ち
で

あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
後
代
に
三
論
学
の
系
譜
を
体
系
化
す
る
過
程
に
お
い
て

召
喚
さ
れ
た
人
物
た
ち
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
智
蔵
は
奈
良
時
代
の
代
表
的

三
論
学
者
で
あ
る
智
光
の
師
匠
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
道
慈
の
弟
子
も
な
お
、

奈
良
時
代
の
有
名
な
三
論
学
者
に
し
て
、
そ
の
門
下
に
お
い
て
平
安
時
代
初
期

の
代
表
的
三
論
学
者
で
あ
る
安
澄
を
輩
出
し
た
善
議
で
あ
っ
た
。
智
光
と
善
議

の
系
譜
は
、
後
代
に
各
々
日
本
三
論
学
の
二
大
系
譜
で
あ
る
元
興
寺
三
論
宗
と

西
大
寺
三
論
宗
と
に
発
展
す
る
が
、
智
蔵
と
道
慈
は
、
こ
れ
ら
二
大
系
譜
の
始

祖
の
師
匠
で
あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
、
三
論
学
の
伝
来
者
と
尊
崇
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
高
句
麗
慧
潅
が
最
初
の
伝
来
者
と
語
ら
れ

た
の
は
、
三
論
宗
の
正
統
な
祖
師
で
あ
る
吉
蔵
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
時
代
の
人
物
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

日
本
仏
教
界
は
百
済
と
緊
密
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
仏

教
界
の
正
当
性
と
正
統
性
を
付
与
す
る
存
在
と
し
て
は
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
側
面
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
高
句
麗
仏
教
が
重
視

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
の
仏
教
に
関
連
し
て
は
、
共
に
元
興
寺
に
お
い



て
活
動
し
た
高
句
麗
の
慧
慈
と
百
済
の
慧
聡
の
う
ち
、
慧
慈
だ
け
が
重
視
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
三
論
宗
の
受
容
に
関
連
し
て
も
、
同
じ
よ
う
な
時
期
に
活

動
し
た
高
句
麗
の
慧
潅
と
百
済
の
観
勤
の
う
ち
、
慧
潅
だ
け
が
重
視
さ
れ
て
い

る
。
実
際
に
七
世
紀
中
葉
に
三
論
学
が
日
本
に
伝
来
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
伝
来
者
は
当
時
の
資
料
に
現
れ
な
い
、
そ
れ
ほ
ど
有
名
で
は
な
か
っ
た
慧
潅

よ
り
も
、
優
れ
た
学
問
僧
に
し
て
、
最
初
の
僧
正
と
し
て
当
時
の
仏
教
界
に
お

｛開｝

い
て
多
大
な
活
躍
を
し
た
観
動
が
よ
り
適
切
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
、

観
勤
よ
り
も
慧
潅
が
重
視
さ
れ
た
の
は
、
後
代
の
日
本
社
会
に
お
け
る
高
句
麗

と
百
済
に
対
す
る
認
識
の
違
い
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
自
分
た
ち
の

藩
国
と
し
て
認
識
し
て
い
た
百
済
か
ら
水
準
の
高
い
思
想
を
受
容
し
た
と
す
る

よ
り
は
、
決
し
て
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
っ
た
高
句
麗
か
ら
受

け
容
れ
た
と
す
る
の
が
、
国
家
的
自
尊
心
に
傷
が
つ
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
奈
良
時
代
と
平
安
時
代
の
仏
教
界
に
お
い
て
流
通
さ
れ
た
三
論
学

綱
要
書
の
性
格
と
そ
れ
ら
の
流
通
状
況
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、

既
存
の
一
般
的
理
解
と
は
違
い
、
三
論
宗
の
基
本
文
献
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き

た
吉
蔵
の
『
大
乗
玄
論
」
と
『
三
論
玄
義
』
な
ど
は
、
奈
良
時
代
に
は
み
ら
れ

な
い
の
で
あ
り
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
き
で
は
じ
め
て
流
通
さ
れ
出
す
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
事
実
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
二
つ
の
文
献

三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響

は
、
吉
蔵
の
本
来
の
著
述
で
は
な
く
、
後
代
に
新
た
に
撰
述
さ
れ
た
か
、
再
編

集
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る

一
方
、
『
大
乗
玄
論
』
と
『
三
論
玄
義
』
な
ど
が
重
視
さ
れ
る
以
前
に
は
、

百
済
と
新
羅
で
撰
述
さ
れ
た
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
と
「
三
論
宗
要
」
が
重
視

さ
れ
た
の
で
あ
り
、
特
に
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
は
「
大
乗
玄
論
』
の
モ
デ
ル

に
し
て
、
後
代
ま
で
も
日
本
三
論
学
に
持
続
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ

る
。
日
本
三
論
学
に
お
い
て
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
が
こ
の
よ
う
に
重
要
な
役

割
を
担
当
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
初
期
の
三
論
学
が
百
済
仏
教
の
影

響
下
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

後
代
の
日
本
仏
教
界
の
伝
承
で
は
、
三
論
学
が
高
句
麗
出
身
慧
潅
の
紹
介
と

彼
に
修
学
し
た
僧
侶
た
ち
の
入
唐
求
法
活
動
を
通
し
て
伝
来
、
発
展
さ
れ
た
と

す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
時
日
本
仏
教
界
の
発
展
に
最
も
重
要
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
百
済
仏
教
の
影
響
力
を
正
し
く
反
映
で
き
て
い
な
い
観
念
的
歴
史
認

識
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
奈
良
時
代
の
古
文
書
資
料
と
『
大
乗
玄
論
」

な
ど
の
後
代
文
献
に
み
ら
れ
る
「
大
乗
四
論
玄
義
記
』
の
流
通
状
況
及
び
影
響

力
は
、
日
本
三
論
学
に
及
ぼ
し
た
百
済
仏
教
の
影
響
力
を
再
認
識
せ
し
め
る
端

緒
に
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
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O
O
三
］
に
再
収
録
）
、
文
［
一
九
九
八
］
、
李

煩
鏑
［
二

O

一一］・［二
O
一
三
］
、
趨
［
二

O
O
二
］
、
佐
川
［
二

O
一
O
］
参
照
。

6 

李
蔦
［
一
九
九
四
］
（
李
高
［
二

0
0
0］
に
再
収
録
）
、
金
天
鶴
［
二

O
O
八］

参
照
。

7 

崖
［
二

O
O七
］
参
照
。

8 

『
大
日
本
古
文
書
』
〔
以
下
、
『
編
年
』
〕
第
一
冊
｜
第
二
五
冊
に
収
録
さ
れ
る

古
文
書
を
対
象
と
し
て
検
討
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
大
宝
二
年
（
七
O
二）

か
ら
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
ま
で
の
古
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
文
献
の
検
出

に
は
、
石
田
［
一
九
三
O
］
、
木
本
［
一
九
八
九
］
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
ホ
l

ム
ペ

l
ジ
（
宮
け
匂
に
＼
当
者
宅
担
－
E
－E
片

crus－R
』
ロ
＼
田
区
匂
印
＼
）
〔
に
公
開
さ
れ
て
い
る
〕

奈
良
時
代
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
を
参
照
し
た
の
で
あ
る
。

9 

元
康
の
「
三
論
疏
』
は
後
代
の
文
献
目
録
な
ど
を
参
考
し
て
み
る
と
、
『
中
論

疏
』
『
百
論
疏
」
『
十
二
門
論
疏
』
を
総
称
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（叩）

現
在
『
大
正
』
四
五
〔
・
七
七

i
一
一
五
頁
〕
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
ぬ

一
八
五
四
）
0

11 

『
編
年
」
七
・
一
一
一
一
一
一
頁
。
天
平
十
二
年
に
写
経
所
で
作
成
し
た
経
巻
納
植
帳

に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
経
巻
納
植
帳
は
あ
る
特
定
の
場
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た

仏
典
の
目
録
と
み
ら
れ
る
。
「
編
年
』
で
は
、
天
平
十
年
（
七
三
八
）
と
編
次
し
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
文
書
の
末
尾
に
「
［
天
平
］
十
二
年
三
月
十
七
日
」
〔
『
編
年
』
七
・

)1、

一
一
一
一
一
頁
〕
の
日
付
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
天
平
十
年
に
写
経
し
た
仏
典
の
目
録

と
把
握
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

12 

「
編
年
』

一
六
・
四
O
六
頁
、
『
編
年
」

一
七
・
七
九
頁
、
八
四
頁
。

（日）

現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
と
、
「
大
乗
玄
論
』
、
『
三
論
略

主
早
』
な
ど
に
す
べ
て
「
二
諦
義
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

14 

義
天
の
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
＊
録
』
巻
下
に
も
、
一
巻
本
「
二
諦
章
』
二
種
（
一

種
は
元
暁
撰
述
二
種
は
撰
者
未
詳
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
（
「
韓
国
仏
教
全
書
』

四
・
六
九
六
頁
〔
『
大
正
』
五
五
・
一
一
七
七
頁
〕
）
、
こ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性

も
あ
る
。

15 

崖
［
二

O
O七〕

一
五
二
一
頁
。

16 

伊
藤
［
一
九
七
一

a
］

一
四
三
頁
。

17 

『
続
蔵
』
第
一
輯
＊
第
七
四
套
＊
に
、
二
諦
義
、
感
応
義
、
断
伏
義
、
金
剛
心
義
、

仏
性
義
、
二
智
義
、
コ
一
乗
義
、
荘
厳
義
、
三
位
義
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
価

人
が
所
蔵
す
る
筆
写
本
に
、
初
章
中
仮
義
と
八
不
義
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
十
一
篇
は
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
校
勘
本
に
す
べ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
（
崖

［二

O
O九
］
参
照
）
。
夢
覚
義
、
十
地
義
、
五
種
菩
提
義
、
成
壊
義
、
開
路
義
、

十
四
音
義
、
四
悉
檀
義
、
三
宝
義
、
湿
繋
義
、
法
身
義
、
浄
土
義
、
般
若
義
な
ど

は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

（同）

伊
藤
［
一
九
七
四
］
参
照
。

19 

『
編
年
』
七
・
四
九
O
頁。

20 

『
編
年
』
二
四
・
二
五
一
頁
。
「
占
云
＊
均
章
「
六
百
七
十
五
張
J
」
と
い
う
細

注
が
付
い
て
い
る
。



（幻）さ
れ
て
い
る
。

「
編
年
』
八
・
五
三
五
頁
。
「
（
均
僧
正
撰
）

百
一
紙
」
と
い
う
内
容
が
追
加

22 

『
編
年
」
八
・
五
八
七
頁
。
「
大
衆
四
論
玄
義
記
九
巻
」
0

23 

『
編
年
』
二
四
・
四
O
二
頁
。
「
均
章
一
朕
十
二
巻

（

M）
 

（
亦
名
大
乗
四
論
）
」
。

『
編
年
』
九
・
＝
一
八
二
頁
。
「
大
乗
四
論
玄
義
記
十
二
巻
（
均
正
僧
）
」
、
三
九
O

頁
。
「
大
乗
四
論
玄
義
記
十
二
巻
（
亦
日
十
二
均
章
）
」
0

（お）

『
編
年
』

二
一
・
五
二
三
頁
。
「
大
乗
四
論
玄
義
記
十
二
巻
（
均
僧
正
撰
）

一
七
・
七
人
頁
。
「
大
乗
四
論
玄
義
記
十
二
巻
（
均
僧
正
撰

軟

六
百
七
十
五
張
＊
」
。

26 

『
編
年
』

一
七
・
一

O
六
頁
。

（お）

「
編
年
」

義
天
は
「
三
論
宗
要
』
の
三
論
が
「
中
（
観
）
論
』
「
百
論
』
『
十
二
門
論
』

一
七
・
一
四
一
頁
。

29 
五
五
・
一

（お）

『
編
年
』

畿
二
」
0

（幻）

『
編
年
」

で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
（
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
＊
録
』
巻
下
三
一
論

宗
要
一
巻
（
中
百
門
固
定
）

31 

『
編
年
』

『
編
年
』
二
五
・
一
七
六
頁
。
「
三
論
宗
要
一
巻

十
六
紙
」
0

32 33 

『
編
年
』

元
暁
述
」
『
韓
国
仏
教
全
書
』
四
・
六
九
五
頁
〔
『
大
正
』

一
七
七
頁
〕
）
。

一
了
三
O
四
頁
。

一
二
・
コ
一
六
二
頁
。

用
十
ノ、

二
一
・
五
四
一
頁
。
「
＝
一
論
宗
要
記
一
巻

二
ハ
・
四
O
四
頁
。

三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響

一
六
・
四
一
七
頁
。

（鈍）

『
編
年
」

（お）

「
編
年
』

36 

『
編
年
」

一
七
・
九
九
頁
。

37 

『
編
年
』
一
七
・
一

O
八
頁
。
「
三
論
玄
義
一
巻
（
一
冗
暁
師

白
紙

無
軸
帯
）
」
0

38 

『
編
年
』

一
七
・
一

O
六
｜
一
一

O
頁
。
審
詳
の
新
羅
華
厳
学
伝
授
の
経
緯
及

ぴ
彼
が
所
持
し
て
い
た
仏
典
目
録
な
ど
に
関
し
て
は
、
堀
池
［
一
九
七
三
］
（
堀
池

［
一
九
八
O
］
に
再
収
録
）
参
照
。

39 

『
編
年
』
二
一
・
八
七
三
貝
。

40 

『
編
年
』

一
一
・
四
二
九
頁
。

41 

『
編
年
』

一
二
二
二
八
二
頁
。

42 

石
田
［
一
九
三
O
］

一
二
八
頁
、
木
本
［
一
九
八
九
］

一
三
八
頁
。

43 

特
に
「
三
論
玄
義
』
の
す
ぐ
前
後
の
文
献
は
、
三
つ
の
資
料
す
べ
て
「
初
章

観
門
」
と
「
六
十
二
見
義
』
で
正
確
に
一
致
し
て
い
る
。

（

M
H
）
 

堀
池
［
一
九
七
三
］
に
整
理
さ
れ
る
「
大
安
寺
審
詳
師
経
録
」
（
堀
池

［
一
九
七
三
］
四
一
一
一
一
一
｜
四
三
一
頁
）
参
照
。

（必）

『
編
年
』
二
・
五
O
五
頁
、
『
編
年
」
九
・
一
九
七
頁
。
「
長
官
宮
三
論
玄
義
一
巻

打
紙
廿
張
」
。

46 

写
経
作
業
に
お
け
る
装
演
作
業
の
内
容
と
担
当
者
及
び
そ
れ
に
対
す
る
報
酬

な
ど
に
つ
い
て
は
、
栄
原
［
二

O
二
己

一
二
六
｜
一
三
O
頁
参
照
。

47 

栄
原
［
二

O
一一一］

一
二
三
頁
。
普
通
、
筆
写
上
の
誤
謬
に
備
え
る
た
め

作
業
量
の
六
%
程
度
の
余
分
を
考
慮
し
た
の
で
あ
り
、
表
紙
は
一
紙
で
二
巻
分
を

作
っ
た
と
い
う
。

48 

一
七
＊
・
一
四
一
頁
。

「
編
年
』

49 

一
七
事
・
一
三
人
頁
。

「
編
年
』

九



（印）

「
編
年
』

一
七
＊
・
一
三
一
頁
。

（日）

一
七
＊
・
一
二
五
一
二
八
頁
。

「
編
年
』

（臼）

一
七
＊
・
二
二
一
頁
。
三
巻
本
の
頭
に
は
「
先
」
と
書
い
て
あ
る
が
、

『
編
年
』

こ
れ
は
以
前
に
造
東
大
寺
司
か
ら
こ
の
文
献
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
表
示
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
十
一
月
二
十
五
日
に
造
東
大
寺
司
か
ら
奉
写
一
切
経
司
に
送
っ

た
文
書
に
記
録
さ
れ
た
文
献
に
は
す
べ
て
「
先
」
が
書
か
れ
て
い
る
。

53 

一
二
八
頁
に
は
撰
者
未
詳
と
、
木
本
［
一
九
八
九
］

石
田
［
一
九
三

O
］

一
三
九
頁
に
は
吉
蔵
の
著
述
と
し
て
い
る
。

（日）

落
合
［
一
九
九
八
］
三
五
九
頁
。

55 

『
仏
全
』

了
二
四
六
頁
。

56 

一
O
九
四
年
に
撰
述
さ
れ
た
「
東
域
伝
灯
目
録
』
に
は
、
浄
秀
の
『
三
論
略
章
」

（
三
巻
）
と
禅
秀
の
『
四
論
玄
義
』
（
巻
数
未
詳
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
（
『
仏
全
」

一
・
六
九
頁
、
『
大
正
』
五
五
・
一
一
五
九
頁
）
、
禅
秀
は
浄
秀
の
誤
字
と
考
え
ら
れ
る
。

57 

大
西
［
一
九
八
四
］

一
七
｜
一
八
頁
参
照
。
吉
蔵
の
著
述
と
し
て
は
、
「
法
華

玄
論
」
『
法
華
経
義
疏
』
『
法
華
経
統
略
』
な
ど
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
『
三
論
玄

義
』
と
「
大
乗
玄
論
』
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
三
論
学
綱
要
書
の
中

で
は
、
唯

『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
が
二
回
引
用
さ
れ
て
お
り
、
元
暁
も
一
回
一
吉

及
さ
れ
て
い
る
。

（回）

大
西
［
一
九
八
四
］
二
二
頁
で
は
、
七
六
九
年
の
筆
写
本
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
士
口
蔵
の
『
浄
名
玄
論
」
が
奈
良
時
代
の
古
文
書
に
全
く
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
事

例
に
挙
げ
、
奈
良
時
代
仏
教
界
の
文
献
筆
写
と
流
通
を
理
解
す
る
上
で
の
古
文
書

資
料
の
限
界
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

。

59 

落
合
［
一
九
九
八
］
一
一
一
一
一
九
1
三
七
七
頁
。

60 

『
仏
全
』
一
・
一

O
四
l
一
一
一
頁
、
「
大
正
』
五
五
・
一
一
一
二
七
｜
一
一
三
八
頁
。

61 

『
仏
全
』

一
・
二
四
五
｜
二
四
六
頁
。

62 

『
仏
全
』

一
六
五
頁
。

了
コ
一
五
八
四
頁
、
『
大
正
』
五
五
・
一
一
四
五

63 

「
又
云
均
僧
正
十
四
巻
又
云
無
依
無
得
大
乗
四
論
玄
義
記
」
〔
「
仏
全
』

一
二
五
頁
、
「
大
正
」
五
五
・
一
一
五
九
頁
〕
と
い
う
細
注
が
付
い
て
い
る
。

64 

『
大
正
』
六
五
・
一
二
四
八
頁
〔
ぬ
二
二
五
五
〕
。

65 

法
朗
は
士
口
蔵
の
師
匠
に
し
て
、
三
論
学
の
理
論
を
体
系
化
し
た
の
で
あ
り
、

元
康
は
唐
の
初
期
に
活
動
し
た
三
論
学
者
で
あ
る
。

一
方
、
碩
法
師
は
中
国
の
資

料
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
日
本
で
は
吉
蔵
の
弟
子
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

る
66 

『
高
僧
伝
』
巻
第
六
「
釈
僧
肇
」
（
「
大
正
』
五
0
・
三
六
五
＝
一
六
六
頁
）
0

67 

平
井
［
一
九
七
三
己
五
四
八
頁
で
は
、
法
朗
が
「
中
論
』
或
い
は
三
論
（
『
中
論
』

『
百
論
』
「
十
二
門
論
』
）
全
体
に
対
し
て
論
議
し
た
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。

68 

『
大
正
』
四
五
・
一

l
一
五
＊
頁
〔
尚
一
八
五
三
〕
0

69 

平
井
［
一
九
七
三
］
五
四
八
五
四
九
真
。

70 

平
井
［
一
九
七
三
］
五
四
九
五
五
O
頁。

71 

現
在
伝
え
ら
れ
る
士
口
蔵
の
「
中
観
論
疏
」
に
は
、
普
通
、
経
論
の
注
釈
書
の

冒
頭
に
あ
る
玄
義
の
部
分
が
抜
け
て
い
る
が
、
「
中
論
玄
（
義
）
』
は
そ
の
玄
義
の

部
分
を
別
途
に
独
立
さ
せ
た
別
行
本
の
可
能
性
が
あ
る
。

72 

『
大
正
』
四
五
・
一
五
七
七
頁
〔
尚
一
八
五
三
〕
3



73 

村
中
［
一
九
六
六
］
参
照
。

74 

三
桐
［
一
九
七
O
］
、
伊
藤
［
一
九
七
一

b
］
、
伊
藤
［
一
九
七
二
」
参
照
。

75 

平
井
［
一
九
七
六
］
二
一
五
六
頁
。

76 

最
近
の
吉
蔵
の
思
想
に
対
す
る
研
究
に
お
い
て
も
「
大
乗
玄
論
』
を
彼
の
思

想
理
解
の
最
も
基
本
的
資
料
と
活
用
し
て
い
る
。
摩
［
一
九
八
五
］
、
高
野

［二

O
一
一
］
な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
。

77 

菅
野
［
二

O
O
八
］
、
奥
野
［
二

O
O九
］
参
照
。

78 

安
澄
の
「
中
論
疏
記
」
は
『
大
乗
玄
論
』
を
主
に
引
用
し
な
が
ら
も
、
八
不

義
を
引
用
す
る
場
合
に
は
「
大
乗
玄
論
』
で
は
な
く
、
『
［
均
正
］
十
二
巻
章
［
第

二
〕
』
の
内
容
を
以
て
引
用
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
『
［
均
正
］
十
二
巻
章
』
と
い

う
表
現
は
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
中
の
八
不
義
を
引
用
す
る
場
合
に
限
っ
て
使
用

さ
れ
る
表
現
で
あ
っ
て
、
ほ
か
の
篇
を
引
用
す
る
場
合
に
は
「
均
正
玄
義
』
と
い

う
名
称
を
使
用
し
て
い
る
。

79 

『
続
蔵
』
第
一
輯
＊
第
二
一
編
＊
第
二
套
第
三
冊
五
七
五
五
九
二
頁
。

（剖）

安
澄
『
中
論
疏
記
』
巻
第
五
末
「
疏
主
務
云
。
二
河
者
。
凡
有
五
種
相
針
。

一
者
縁
河
封
悌
性
。
此
是
二
用
相
針
。
二
者
生
死
河
封
浬
般
市
。
此
是
得
失
雨
呆
相
封
。

三
者
衆
生
河
釘
働
。
此
是
得
失
雨
人
相
針
。
四
者
差
口
法
河
封
悪
法
。
此
明
乗
扶
雨

法
相
封
。
五
者
煩
悩
河
針
智
慧
。
此
就
迷
悟
解
惑
相
封
。
市
穆
迦
数
中
。
具
有
河

之
奥
海
。
多
借
河
名
。
舎
那
数
中
。
具
有
河
海
。
多
借
海
除
。
此
同
取
其
深
康
無

漣
流
注
不
沈
浮
等
義
。
若
是
師
子
肌
品
明
。
生
死
河
中
有
七
種
人
。
欲
度
生
掲
。

即
生
死
河
也
。
迦
葉
品
中
明
。
七
種
人
求
浬
般
市
。
即
浬
般
市
河
。
又
云
。
衆
生
害
命
。

入
如
来
事
時
海
中
。
即
衆
生
傍
河
。
又
云
。
難
有
亀
魚
。
設
不
離
於
河
。
大
論
云
。

三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響

合
利
弗
不
能
度
布
施
即
河
善
法
。
又
云
。
如
来
海
。
衆
生
海
。
智
慧
海
。
剖
善
法

悪
法
等
也
。
問
。
何
故
師
子
肌
品
是
生
死
河
。
迦
葉
品
是
浬
般
市
河
耶
。
答
。
師
子

肌
品
明
。
七
種
人
同
欲
度
生
死
。
有
度
不
度
者
。
欲
断
煩
悩
。
有
断
者
。
故
是
生

死
河
。
迦
葉
品
明
。
七
人
同
欲
求
浬
般
市
。
有
得
不
得
者
。
欲
見
倒
。
有
見
不
見
者
。

故
是
浬
繋
河
也
。
唯
線
而
論
即
有
二
河
。

一
生
死
。
二
浬
繋
、
河
。
今
一
往
難
了
故
。

成
五
封
十
河
也
。
准
此
。
於
固
定
奉
十
河
之
中
。
初
縁
性
河
。
具
如
＝
長
嗣
略
章
二
河

義
也
」
（
『
大
正
』
六
五
・
一
五
五
頁
）
0

81 

「
二
一
論
略
章
」
「
二
河
義
」
「
二
河
者
。
凡
有
五
種
相
針
。
一
者
縁
河
封
偽
性
。

二
者
生
死
河
封
浬
般
市
。
三
者
衆
生
河
封
偽
性
河
。
四
者
善
法
河
封
悪
法
河
。
五
者

煩
悩
河
智
慧
河
。
問
此
五
種
二
河
並
出
何
慮
。
答
経
数
不
同
。
穣
迦
数
其
中
。
回
穴

有
河
之
輿
海
。
多
借
河
名
。
舎
那
数
中
。
旦
ハ
有
河
之
輿
海
。
多
借
海
聡
。
此
因
取

其
深
贋
無
漫
流
注
不
沈
浮
等
義
。
若
是
師
子
肌
品
。
明
生
死
河
中
。
有
七
種
人
。

欲
度
生
揚
死
。
創
生
死
河
也
。
迦
葉
品
中
。
有
七
類
人
求
浬
般
市
。
即
浬
繋
河
。
又
云
。

衆
生
寿
命
入
如
来
事
骨
海
中
。
削
衆
生
河
。
例
陀
海
側
也
。
又
云
。
難
有
亀
魚
。
並

不
離
於
河
。
大
智
論
云
。
会
口
利
弗
不
能
度
布
施
。
即
河
普
法
。
又
云
。
如
来
海
。

衆
生
海
。
悌
智
慧
海
。
即
益
口
法
悪
法
等
河
也
。
問
師
子
肌
明
七
種
衆
生
。
迦
葉
品

明
河
中
七
人
。
云
何
判
一
固
定
生
死
二
是
浬
繋
耶
。
答
師
子
肌
明
七
種
人
。
同
欲
度

生
死
。
有
度
有
不
度
者
。
欲
断
煩
悩
。
有
断
有
不
断
者
。
故
是
生
死
河
。
迦
葉
品

明
七
人
。
同
欲
求
浬
襲
。
有
得
有
不
得
。
同
欲
見
例
。
有
見
有
不
見
者
。
故
是
浬

般
市
河
也
。
問
此
中
河
義
潟
同
異
。
答
線
而
論
。
唯
有
二
河
。
一
生
死
河
。
二
浬
繋
河
。

今
一
往
離
之
。
故
或
十
也
」
（
『
続
蔵
』
第
一
輯
＊
第
二
編
＊
第
二
套
第
三
冊
五
八
四

頁）。



82 

平
井
［
一
九
七
六
］
三
九
三
一
三
九
五
頁
。

83 

「
二
諦
義
。
於
大
乗
玄
論
初
巻
以
十
門
明
之
。

珍
海
『
三
論
名
教
抄
」
巻
第
一

又
別
有
三
巻
章
。
亦
関
十
門
。
：
・
略
章
一
巻
義
有
八
科
。
初
明
二
諦
義
而
無
重
数
」

（
『
大
正
』
七
0
・
六
九
三
頁
）
。

84 

珍
海
三
一
論
玄
疏
文
義
要
』
第
一
一
一
「
略
章
二
諦
義
云
。
若
是
大
品
所
明
。
有

震
俗
諦
。
空
矯
真
諦
。
若
浬
繋
所
明
。
空
篤
俗
諦
。
有
骨
周
回
県
諦
等
（
文
）
古
録
中

云
八
科
章
者
是
歎
可
尋
之
。
且
云
非
嘉
祥
作
」
（
「
大
正
』
七
0
・
二
四
O
頁）。

85 

現
在
の
『
一
二
論
略
章
」
は
、
二
諦
義
、
二
智
義
、
般
若
義
、
真
応
義
、
浬
繋
義
、

仏
性
義
、
二
河
義
、
二
種
次
第
義
、
正
像
義
、
金
剛
三
味
義
、
生
法
二
空
義
、
浬

繋
義
（
重
複
）
、
真
応
二
身
義
、
常
無
常
二
烏
義
、
半
満
義
、
仏
性
義
（
重
複
）
な

ど
の
十
六
個
の
篇
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
八
科
に
分
か
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
平
井
俊
栄
は
本
来
各
篇
に
付
属
さ
れ
て
い
た
小
項
目
が
後
代
に
独

立
さ
れ
今
の
よ
う
な
形
態
に
な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
（
平
井
［
一
九
七
六
］

一
九
五
三
九
六
頁
）
。

86 

平
井
［
一
九
七
六
］
四

O
O｜
四
O
二
頁
。
す
で
に
珍
海
も
こ
の
本
が
吉
蔵

の
ほ
か
の
著
述
と
は
違
い
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
珍
海
『
三
論
名

教
抄
』
巻
第
一

「
奮
目
録
一
言
。
八
科
章
一
巻
。
嘉
祥
撰
。
今
見
此
大
初
立
義
日
奥

内
文
有
違
。
島
ナ
者
考
之
」
「
大
正
』
七
0
・
六
九
三
頁
）
0

87 

『
宋
ホ
高
僧
伝
』
巻
第
四
「
唐
京
師
安
国
寺
元
康
伝
」
（
『
大
正
』
五
0
・
七
二
七

頁
）
参
照
。

88 

『
編
年
』

一
二
・
一
五
頁
。

89 

『
編
年
』
七
・
四
九
O
頁
c

（卯）

『
大
正
』
四
五
・
一
ム
ハ
一
ー
ー
二

O
O頁
〔
ぬ
一
八
五
九
〕
。

（引）

安
澄
「
中
論
疏
記
』
巻
第
一
之
本
「
述
義
云
。
高
麗
園
遼
東
城
大
朗
法
師
。

遠
去
敗
燈
郡
曇
慶
師
所
。
受
曲
晶
子
三
論
。
斉
未
梁
始
。
来
入
掻
嶺
山
也
。
大
朗
法
師

得
業
弟
子
。
陳
揚
山
止
観
寺
僧
詮
師
。
如
此
次
第
得
業
弟
子
。
興
皇
寺
法
朗
師
。

法
朗
師
得
業
。
弟
子
。
延
興
寺
吉
蔵
師
。
吉
戴
師
得
業
弟
子
。
碩
受
遼
等
」
（
「
大
正
』

六
五
・
二
二
頁
）
0

92 

『
大
正
」
四
五
・
一
一
ム
ハ
｜
一
一
一
一
一
頁
〔
恥
一
八
五
五
〕
0

93 

一
五
六
頁
で
も
、
碩
法
師
の
『
遊
意
」
を
「
中
論
遊
音
山
」

平
井
［
一
九
六
五
］

と
み
て
い
る
。

94 

同
じ
よ
う
な
時
期
に
法
相
宗
と
華
厳
宗
で
も
、
従
来
重
視
さ
れ
た
新
羅
出
身

の
円
測
と
一
冗
暁
の
著
述
に
対
す
る
関
心
が
弱
化
さ
れ
、
各
宗
派
の
正
統
な
祖
師
と

尊
崇
さ
れ
た
中
国
僧
侶
窺
基
と
法
蔵
の
文
献
が
主
に
流
通
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
（
橘
川
［
二

O
O
一
己
、
崖
［
二

O
O三
］
参
照
）
0

95 

村
中
［
一
九
六
六
］
、
奥
野
［
二

O
O九
］
参
照
。

96 

智
蔵
は
慧
潅
に
三
論
学
を
修
学
し
た
福
亮
が
出
家
す
る
前
に
儲
け
た
息
子

で
、
父
親
で
あ
る
福
亮
に
三
論
学
を
修
学
し
た
と
い
う
（
師
錬
『
元
亨
釈
童
日
』
巻

第

「
釈
智
蔵
」
『
仏
全
」

一
0
7
一
四
三
頁
）
o

彼
の
中
国
留
学
時
期
は
伝
え
ら

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

97 

凝
然
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
」
巻
中
「
三
論
宗
」
（
「
仏
全
」

一
0
7
一一

O

二
具
）
。
ほ
か
の
日
本
の
高
僧
伝
類
に
も
同
じ
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

（

mm）
 

凝
然
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』
巻
中
「
成
実
宗
」
（
『
仏
全
』
一

O
一
・
一
二

O
頁）
0

99 

「
日
本
書
紀
』
巻
第
一
一
一
一
「
推
古
天
皇
」
十
年
十
月
、
三
十
二
年
四
月
参
照
。



〈
参
考
文
献
〉

（
日
本
語
）

石
田
茂
作
「
付
録

奈
良
朝
現
在
一
切
経
疏
目
録
」
「
写
経
よ
り
見
た
る
＊
奈
良
朝
仏
教

の
研
究
』
東
洋
文
庫
、

九

。

伊
藤
隆
寿
「
「
大
乗
四
論
玄
義
』
の
構
成
と
基
本
的
立
場
」
『
駒
津
大
学
仏
教
学
部
論
集
』

第
二
号
、

一
九
七
一

a

伊
藤
隆
寿
「
『
大
乗
玄
論
』
八
不
義
の
真
偽
問
題
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
一
九
巻

第
二
号
、

一
九
七
一

b

伊
藤
隆
寿
「
「
大
乗
玄
論
』
八
不
義
の
真
偽
問
題
（
二
）
」
「
駒
淳
大
学
仏
教
学
部
論
集
」

第
三
号
、

一
九
七
二
＊

伊
藤
隆
寿
「
「
大
乗
四
論
玄
義
』
逸
文
の
整
理
」
「
駒
湾
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
五
号
、

一
九
七
四

井
上
光
貞
「
王
仁
の
後
吉
岡
氏
族
と
其
の
仏
教
」
『
史
学
雑
誌
』
第
五
四
編
第
九
号
、

九
四

井
上
光
貞
『
日
本
古
代
思
想
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、

九
人

大
西
久
義

「
『
浄
名
玄
論
略
述
』
の
引
用
文
献
」
『
駒
津
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年

報
」
第
一
七
号
、

一
九
八
四

奥
野
光
賢

「
『
大
乗
玄
論
』
に
関
す
る
諸
問
題
｜
｜
「
一
乗
義
」
を
中
心
と
し
て
l
｜｜」

『
仏
教
学
レ
ビ
ュ
ー
』
第
五
輯
、
二

O
O九

落
合
俊
典
編
『
中
国
・
日
本
経
典
章
疏
目
録
」
（
『
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
』
第
六
巻
）
、

大
東
出
版
社
、

一
九
九
八

菅
野
博
史
「
『
大
乗
四
論
玄
義
記
」
の
基
礎
的
研
究
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
七

三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響

巻
第
一
号
、
二

O
O
八

橘
川
智
昭
「
日
本
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
お
け
る
法
相
宗
の
特
質
に
つ
い
て
｜
｜
新
羅
唯

識
学
と
の
関
わ
り
を
探
っ
て
｜
｜
」
「
仏
教
学
研
究
（
仏
教
学
研
究
会
）
』
第
五
巻
＊
、

二
O
O
二

金
天
鶴
「
T

日
済
道
蔵
の
『
成
実
論
疏
』
の
逸
文
に
つ
い
て
」
『
仏
教
学
レ
ビ
ュ
ー
』
第
四

輯
、
二

O
O
八

木
本
好
信
編

元ぇ

宣
朝
典
籍
所
載
仏
書
解
説
索
ヲ｜

図
書
刊
1T 
J斗
"A 

一
九
八
九

佐
川
正
敏
「
王
興
寺
と
飛
鳥
寺
の
伽
藍
配
置
｜
｜
木
塔
心
礎
設
置
＊
・
舎
利
奉
安
形
式
の

系
譜
｜
｜
」
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
と
王
権
｜
｜
王
興
寺
か
ら
飛
鳥
寺
へ
l
｜
」
勉

誠
出
版
、
二

O
一
O

高
野
淳
一

「
中
国
中
観
思
想
論
｜
｜
l
士
口
蔵
に
お
け
る
「
空
」
｜
｜
』
大
蔵
出
版
、

。東京帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
編
『
大
日
本
古
文
書
｜
｜
編
年
文
書
｜
｜
』
第

一
冊
｜
第
二
五
冊
、
東
京
帝
国
大
学
、

一九
O
一
｜
一
九
四
O

中
井
真
孝
「
百
済
仏
教
と
日
本
古
代
の
文
化
」
『
鷹
陵
』
第
一

O
八
号
＊

一
九
八
五

中
井
真
孝
「
朝
鮮
と
日
本
の
古
代
仏
教
』
東
方
出
版
、

一
九
九
四

平
井
俊
栄
「
一
二
論
教
学
成
立
史
上
の
諸
問
題
｜
｜
南
斉
・
智
琳
「
中
論
疏
」
に
つ
い
て

｜
｜
」
高
津
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
二
三
号
、

一
九
六
五

平
井
俊
栄
「
中
論
疏
記
引
用
の
中
論
注
釈
室
田
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
一
一
一
巻
第
二

ロ方、

九
七

平
井
俊
栄
「
中
国
般
若
思
想
史
研
究
｜
｜
吉
蔵
と
三
論
学
派
｜
｜
』
春
秋
社
、

一
九
七
六



堀
池
春
峰
「
華
厳
経
講
説
よ
り
み
た
良
弁
と
審
詳
」
『
南
都
仏
教
』
第
一
一
一
一
号
、

九
七

堀
池
春
峰
『
南
都
仏
教
史
の
研
究
」
上
・
東
大
寺
篇
、
法
蔵
館
、

一
九
八
O

三
桐
慈
海
「
慧
均
撰
四
論
玄
義
人
不
義
に
つ
い
て
（
一
）
｜
｜
大
乗
玄
論
八
不
義
と
の

比
較
対
照
｜
｜
」
『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
一
一
一
号
、

一
九
七
O

村
中
祐
生
「
大
乗
玄
論
に
ホ
つ
い
て
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
一
四
巻
第
二
号
、

一
九
六
六

（
外
国
語
）

張
慶
治
「
百
済
と
日
本
の
古
代
寺
利
建
築
」
『
百
済
史
の
比
較
研
究
』
忠
南
大
学
校
百
済

研
究
所
、

九
九

崖
訟
植
「
日
本
古
代
華
厳
と
新
羅
仏
教
｜
｜
奈
良
・
平
安
時
代
華
厳
学
文
献
に
反
映
さ

れ
た
新
羅
仏
教
学
｜
｜
」
「
韓
国
思
想
史
学
』
第
一
一
一
輯
、
二

O
O

崖
鉛
植
「
百
済
撰
述
文
献
と
し
て
の
『
大
乗
四
論
玄
義
記
」
」
「
韓
国
史
研
究
』
第

一
三
六
号
、
二

O
O七

崖
訟
植
校
注
「
校
勘

大
乗
四
論
玄
義
記
」
仏
光
出
版
社
、
二

O
O九

出
世
鉛
植
「
六
世
紀
東
ア
ジ
ア
地
域
の
仏
教
拡
散
過
程
に
対
す
る
再
検
討
｜
｜
百
済
の
仏

教
治
国
策
と
周
辺
国
家
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
中
心
と
し
て
｜
｜
」
『
忠
清
学
と
忠
清
文

化
』
第
二
二
巻
、
二

O

越
源
昌
「
百
済
二
層
基
壇
築
造
術
の
日
本
飛
鳥
寺
伝
播
」
「
百
済
研
究
』
第
三
五
輯
、

。。
李
細
川
鏑
「
百
済
｛
疋
林
寺
式
伽
藍
配
置
の
展
開
と
日
本
の
初
期
寺
院
」
「
百
済
研
究
』
第

五
四
輯
、
二

O
一

四

李
煩
鏑
「
百
済
寺
院
と
日
本
飛
鳥
寺
三
金
堂
の
源
流
」
「
百
済
研
究
」
第
五
七
輯
、

。李首問
「
百
済
義
栄
の
唯
識
思
相
U
l－
－
一
仏
乗
説
を
中
心
と
し
て
｜
｜
」
「
韓
国
仏
教
学
』

第
一
九
号
、

一
九
九
四

李
首
南
「
韓
国
唯
識
思
想
史
』
蔵
経
閣
、
三

0
0
0

｛
勝
明
活
『
嘉
祥
吉
蔵
学
説
』
台
湾
学
生
室
目
局
、

一
九
八
五

金
東
華
「
百
済
仏
教
の
日
本
伝
授
」
「
百
済
研
究
』
第
二
輯
、

一
九
七
一
事

金
東
賢
「
百
済
建
築
の
対
日
交
渉
」
『
百
済
美
術
と
対
外
交
渉
」
芸
耕
、

一
九
九
八

金
正
基
「
伽
藍
配
置
の
比
較
」
「
古
代
韓
・
日
関
係
史
』
（
『
韓
国
史
論
」
第
一
六
冊
）
、

国
史
編
纂
委
員
会
、

一
九
八
六
＊

金
理
那
「
百
済
彫
刻
と
日
本
彫
刻
」
『
百
済
の
彫
刻
と
美
術
』
公
州
大
学
校
博
物
館
、

一
九
九
一
本

金
理
那
「
韓
国
古
代
仏
教
彫
刻
比
較
研
究
」
文
芸
出
版
社
、
二

O
O三

文
明
大
「
百
済
仏
像
彫
刻
の
対
日
交
渉
」
『
百
済
美
術
と
対
外
交
渉
』
芸
耕
、

一
九
九
八

栄
原
永
遠
男
（
李
嫡
鏑
訳
）
『
正
倉
院
文
書
入
門
』
太
学
社
、
二

O
二一

田
村
国
澄
「
百
済
仏
教
の
日
本
伝
播
」
『
百
済
の
宗
教
と
思
想
』
忠
清
南
道
、

一
九
九
四

（
こ
の
論
文
は
、
二

O
一
一
年
度
の
韓
国
政
府
（
教
育
科
学
技
術
部
）
の
財
源
に
よ
る
も

の
で
、
韓
国
研
究
財
団
の
支
援
を
受
け
て
研
究
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
Z
自
己
C
戸
B

ω
N
〉’

g
g
c
c））



〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

大
乗
四
論
玄
義
記
、
三
論
宗
要
、
大
乗
玄
論
、
三
論
玄
義
、
慧
均
、
元
暁
、
吉
蔵
、
百

済
仏
教
、
三
論
学

〈
付
記
〉

平
成
二
十
九
年
度
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
開
設
授
業
科
目
の
中
で
、
訳
者
が
受
け
持
つ

て
い
る
日
本
語
科
目
「
文
法
I
・
E
・
E
」
で
は
、
学
修
課
題
の
一
つ
と
し
て
韓
国
語

論
文
の
日
本
語
翻
訳
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
。
訳
者
は
そ
の
対
象
と
す
る
べ
き
論
文
を

受
講
者
に
直
接
決
め
て
も
ら
う
べ
く
、
韓
国
仏
教
が
日
本
仏
教
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
論
ず
る
論
文
数
本
を
受
講
者
に
提
示
し
た
。
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の
が
こ
の
論
文

で
あ
る
。
こ
の
論
文
の
韓
国
語
原
文
は
、
公
州
大
学
校
百
済
文
化
研
究
所
（
宮
菅
＼
＼

宮
島
ロ
町
内
－

E
D包
己
－
R
F
Q
＼
）
の
学
会
誌
『
百
済
文
化
」
第
四
九
輯
（
二

O
一
三
年
八
月
発

刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
論
文
を
翻
訳
し
掲
載
す
る
こ
と
を
快
く
了
承
し
て
い
た
だ

い
た
著
者
・
崖
鉛
植
先
生
（
東
国
大
学
校
文
科
大
学
史
学
科
教
授
）
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。
な
お
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
受
講
者
・
李
ダ
ソ
ム
（
要
約
、

、
一
） 、

権
辰
月
（
三
・
注
・
参
考
文
献
の
一
部
）
氏
（
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
学
部
応
用
仏
教

学
専
攻
＝
一
年
生
）
の
補
助
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
※
文
中
の
〔
亀

甲
括
弧
〕
は
訳
者
の
補
い
。
典
拠
な
ど
の
確
認
に
よ
り
原
文
を
訂
正
し
て
訳
し
た
と
こ

ろ
に
は
星
印
＊
を
付
し
た
。日

本
語
訳
・
金
煩
坤
（
身
延
山
大
学
准
教
授
・
博
士
（
文
学
）
）

三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響

五


